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経営学における教授法の改善
百 海 正 一
1は じめ に
経営 の分野 において は専門書 の多 さに引換え,経 営教育 に関す る書籍 はあま
りないと言って よい。 さ らに,将 来教育を担 う大学院生を対象 としたカ リキ ュ
ラムに も,ア メ リカの大学 饒 に比 べ て,ど の よ うに教 育 した らよ いか とい う講
座 もな い。従 って,大 学 で,初 め て講義 を担 当す る こ とにな った イ ンス トラク
ター は,主 に 自分 自身 が受 けて きた過 去 の講 義 経 験 を も とに,自 己の工 夫 を加
えて,教 育 にあ た って い るの が 日本 の現 状 で あ る。
2情 報伝達のためのメデ ィア
日本 の ほ とん どの大 学 で は,「 講義 」方 式 が最 も多 く用 い られ て い る。教 育 と
い え ば,講 義 を す る こ とだ と思 って い る向 き も多 い。 しか しなが ら,大 学 生 と
な る と,小 ・中 ・高校 生 とは違 って,一 方 通 行 の講 義 だ け で は・ 学生 が満 足 し
な くな る。
そ こで,イ ンス トラ ク ターで あ る我 々 は教 育 内容 を学 生 に理 解 させ,記 憶 さ
せ,思 考 させ るよ うな教育 を行 うた め には,講 義 方 法 の長 所 と短 所(表1)を 理
解 した うえ で,長 所 を活 か して,短 所 は他 の技 法 で補 う必 要 が あ る。
講 義 を効 果 的 に行 うた め に は,教 育 内容 を どの よ うな手段 で伝 達 す るか とい
う ことにつ なが るが,一 般 的 に,講 義 で は口頭 によ る聴覚 に頼 った伝達 がか な
りの比重 を 占 め,そ れ に黒 板 や オ ーバ ー ヘ ッ ドプ ロジ ェ ク ター・ ビデ オお よび
コ ン ピュー タを用 いた視覚 によ る もの が加 わ った形 式 が多 い。
① 「黒板 」 は話 しに合 わせ て,手 軽 に書 いた り,消 した り,最 も利 用 しや す い




① 知識 考え方 を付 与 で きる。
② 基本 的 な概 念や基礎 知識 を短時 間 に教 え るの に適 して い る
。
③ 多 くの学 生 を…度 に対象 とす ることがで きる。
④講 師 も1二学部 の よ うに特別 の準備 をあ ま りす るこ とな く,知 って い るこ とを話 せば
よい。
⑤ 本 を読 む よ り,講 師 の話 しを聞 く方 が わか りや す い。
⑥ 講 師の人 間性 に触 れ ることがで きる。
⑦ 講師 に よ って は態度 の変 容 を も期待 す る ことがで きる。
2.短 所
① 口頭 で聞 いただ けで は,記 憶 保持率 が,他 の教育 方法 によ る場 合 よ り も低 い
。②
講 師が話 し,学 生 が理解 したっ もりで も,そ の後 の態度 変容 にはっ なが りに くい
。
③ 講 師か らの一方通行 で は,学 生 が消極 的 ・受 動的 にな りやす い。
④ 講師 か らみて,学 生 の理解 度が と らえ に くい。
⑤学 生 の理解度 な どの個人差 に応 じた教育 が困難 で あ る。
⑥ 講 師一 人の考 えを押 しっ け る ことに な りやす く,色 々な角 度か ら見 た考 えが存 在 す
ることを理解 させ に くい。
⑦ 受講 者 に とって,質 問 しに くい。
⑧ 教育効 果 が講 師 の スキル(特 に話 術)に よ って左右 され る。
資料1日 本産業訓練協会編 『研修技法 マニュアル』No .5お よび ビア ドとハー トレイ 『大学の教
授 ・学 習法』 長川大学 出版部P・214を 参考に作成。
メデ ィアで あ る・ しか しなが らY板 書 に時 間 が かか る こ とやy学 生 に背 を 向
けて話 しが ち にな る こ と,ま た大教 室 で は後 部 座席 に座 って い る学 生 に は文
字 が読 み取 れな い とい う欠 点 が あ る。
② 「オ ーバ ーヘ ッ ド ・プ ロ ジェ ク ター」は講 義室 を暗 くせず に投 影 で きる こ と
,
操 作 しなが ら学生 に 向 か って話 が で き る こ とな ど,利 用価 値 が高 い。 しか し,
投 影 像 が 歪ん だ り,操 作 中 の動 作 の方 に注意 が い き,話 しに集 中 しに くい こ
と,コ ンピュー タ と同様 に大教 室 で は利用 しに くい。
③ 「ビデ オ」 や 「CD-RQM」 は リア リテ ィに近 い イメ ー ジが 提供 で き る メデ ィ
アで あ る。 しか し,「 ビデ オ」は講 義 室 を 暗 く しな けれ ば な らな い点 で
,他 の
メ デ ィア との併 用 がで きず,ス ター トした ら持 続 して映 写 しが ち にな る こ と
や,ノ ー トが とれ な い こ と もあ って,不 便 な こと も多 い。
④ 「コ ン ピュー ター」に よ る講 義 は,部 屋 を 明 る く してお け るため,学 生 は ノ_
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トもと りやす い。 しか し,板 書 しな が ら説 明 す る場 合 よ り講義 の ス ピー ドが
早 くな りが ち で あ る うえ,黒 板 ・オ ー バ ー ヘ ッ ド ・プ ロ ジ ェ ク タ ー と同 様
に,大 教 室 で は利 用 しに くい。 この ほか,近 年 イ ンター ネ ッ トを利 用 した教
育 研究 が行 わ れ て い るが,そ の活 用 は今後 の課 題 で あ る。
以 上,各 メ デ ィア に はそ れぞ れ長 所 と短 所 が あ るが,大 学 の教 育 環境(教 育設
備 マスプロ教育,学 生の興味 ・関心など)を 考 慮 して利 用 す れ ば,今 まで にな い教
育効 果 が期 待 で き る と考 え られ る。
3ビ デオの利用
メデ ィアの一 つ,ビ デ オを授 業 に利 用 す る と,他 の教 授 法 で は得 られ な い効
表2ビ デオ利用の特長,注 意点と問題点
1.特 長
① リア ルで迫 力が あ る。
② 「百 聞 は一 見 に しかず」 で,記 憶 保持 率 が高 い。
③社 会経験 の浅 い学 生 に は口頭 で説明 す るよ りも,視 覚 に訴 えた方 が理解 しやす い。
④ ドラマ風の もの は手軽 に見 るこ とがで きる。
⑤ テ レビの放送 番組 か ら録 画 して お けば教 材 とす る こと もで きる。
2.～ 主三,意、点、
① あ くまで も,補 助 的 な教 育方法 で あ る。
②視 聴覚 メデ ィアを多用 す る と,受 動 的 にな る危 険性 も高 いので,他 の教 育技 法(講
義,討 論,設 問 に対 す る回答,チ ェ ック リス トによ る点検,ワ ー ク シー トを用 い る
な ど)と の組 合せ に よ り,学 生 に授 業参 加 を促 す・
③長 時間 かか る もの は,ど ん な内容 で もあ き られ る。
④重要 な箇 所 は,一 時停止,巻 き戻 して繰 り返 す な ど して強調 す る。
⑤ 市販 の ソフ トで も,教 育 目的 に合 うよ う手を入 れて使 う。
3.問 題点
① ア メ リカの大学 と比 較 して,日 本で は大学教 育 を対 象 と した 市販 ソフ トが少 ない。
② ケ ース スタデ ィの場 合,通 常 の ケー スと比 べて,ビ デオ化 した ケー スは情 報 量が多
す ぎて こま ることが あ る。 ビデ オの場 合,周 囲 の状況,登 場人 物 の人 間像,態 度 な
どが必 要以上 に リアル にわか るので,視 聴 者 が
③ あ る印象 を もって しまい,そ れが先入 観 にな って,結 論 を誤 る可能 性 が ある,
④ 内容が特定 の場 面で の出来 事 とと られ,一 般 性 が薄 くな って,教 育効 果が減少 す
る可能性 が あ る,
⑤ あ ま り具体性 が強す ぎる と,教 育 目的で ある一一般的 な教訓・ 原理 ・原則 な どを引
き出す のが困難 にな る,等 の問題点 があ げ られ る。
資料:日 本産業訓練協会編 『研修 ス タッフ実 務マニュアル』p.201お もび赤堀侃司 『ケースブ ック
大学授 業の技法』 有斐閣p.77を 参考 に作成。
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果 を発 揮 す る こ とが 多 い。 しか し,た だ ビデ オ教 材 を学 生 に見 せ れ ば よ い とい
う もの で はな い。 ビデオが 向 いて い る教 育 にふ さわ しい教材 を用 い
,適 切 に授
業 のな か で利 用 す る,と い うので な けれ ば,教 育効 果 は半 減 す る。
従 って,イ ンス トラク ター は ビデ オ を利用 す る際 そ の特性(表2)を わ きま
え てお か な け らば な らな い。
4事 例 研 究(ケ ー ス ・ス タデ ィ)と 討 論(ヂ ィス カ ッシ ョン)方 式
前述 した よ うに,イ ンス トラク ターが一 方 的 に話 す こ とが多 くな る と
,学 生
は受 け身 の立場 とな り,イ ンス トラ クタ ーの話 しを聞 か な くな る
。 この よ うな
事態 を 回避 す るた め に はイ ンス トラク ターの側 か ら質 問 した り,学 生 に討 論 さ
せ る こ とで か な りの学 習 効 果 が期 待 で きる。 ま た,講 義 の中 に クイ ズ,事 例 研
究,小 テ ス トな どを入 れ る こ とに よ り,学 生 に 自 ら考 え させ る機 会 を与 え
,授
業 に巻 き込 む。
また,今 年 度 は後 期2時 間 の集 中講 義 とい う こ と もあ り,ビ デ オ教 材 を活 用
し・ 学 生 を授 業 に参 加 させ るた め に デ ィスカ ッ シ ョ ン方式 を導入 す る
。
デ ィスカ ッシ ョン方式 に は色 々の 方法(表3)が あ るが
,「 討 議 法」 お よ び
ハ ーバ ー ド式 の 「事例 研 究 」 は 「経 営 学 」 の よ うに履 修 者が 多 い授 業 で は実行
が難 しい。む しろ,「小事例研究」であれば,青 山学院大学 や千葉商科大学の樹
を見 て も,導 入 が容 易 で あ る。
一 方
,「バ ズ学 習 あ る い はバ ズセ ッシ ョ ン」で は学生 を1グ ルー・プ3～5人 ず
っ の小 集 団 に分 け,1人2～3分 ず っ 授 業 で提 示 した テ ー マにっ いて討 論 させ
る方 法 で あ る。
グル ー プ討 議 は一 般 的 に表4に 見 られ るよ うな長 所 が あ る。
そ れ は,グ ル ー プ討議 を用 い る こ とに よ って,
① 講 義 の み の 単調 さを打 破 す る,
② 学生 の能 動 的参 加 を うな がす,
③ イ ンス トラク ター の結 論 の押 しつ けは学生 の反 発 を招 きや す いので,学 生 自
身 に結 論 に結論 を だ させ る,な どの メ リッ トが あ る。
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表3デ ィスカ ッシ ョン(集 団討議 法)の 特色
指導方法 長所 短所






①結 論 を出す の に時間 がか か る。
②人 数 が制限 され る。
③ リー ダー次 第で効果 が左右 され
る。
④ イ ンス トラ クターの討議 へ の介
入度 が低 い場合,結 論 の質 も低
くな りやす い。
バ ズセ ッ ① 自主性,自 律性 を養 う ことがで
シ ョ ン(3) きる。
② 討議 へ の参加 度 が高 い。
③本 音が 出やす い。
④ メ ンバ ーの相互作 用 があ る。
⑤ メ ンバ ー中心 で学 習意欲 が 高 ま
る。






③複雑 な問題 をテ ーマ と しに く
い 。
④井戸 端会議 で終 わ ることが あ
る。
⑤参加 しない人がでて くる。
















① イ ンス トラ ク ターの リー ドの仕
方 が悪 い と,中 途半 端 で終 わ る。
② 他 人事 で終 わ る。
③教 育 に長 い時 間を必要 とす る。
④事 例研究 だけで は効 果が低 い。
⑤ 良 い教材 が少 な い。
⑥ 教材 開発 に時間が かか る。
⑦ 的確 に指 導 で き るイ ンス トラク
ターが確保 しに くい。
資料1鈴 木伸一 『研修技法』 産業労働調査所sp.41お よび日本産業訓練協会編 『研修技 法マニ ュ
ァル」No.6を 参考 に作成。
しか し,一 方 で は,表5の よ うな問題 点 が認 め られ るの も事 実 で あ る。
この よ うな問題 点 を解 決 す る には,
① 講 義 を進 め る うえ で の変 化 の持 た せ方,
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表4グ ループ討論法の畏所
①学生中心で進あるため,主 体性,自 発性を高めることができ,興 味を持続 させる
ことができる。
②学生の レベルに応 じた討議が展開させるため,理 解が促進 され る。
③学生の意見の一致を見て,結 論を導 き出すため}結 論を受け入れやす く,実 行に
も結 びつ き易い。
④討議のプロセ スで経験 の交流や情報 の交換が計 られ,参 加者間の相互理解に役立
つo
⑤他人の異 なった意見を聞 くことにより,視 野が広まり,自 己啓発意欲 も高まる。
⑥ グループで討議することによる相乗効果が もた らすのに適 している。
この ほか,討 議 の進め方や結 果にっ いて細か い制約 を与えないよ うに した場合
は,
⑦学生の創造力を引き出す ことがで きる。
⑧学生同志 が自由に本音の話 し合いが出来 るので,心 理的浄化作用が行われる。
資料1日 本産業訓練〔協会編 『研修 スタッフ実務 マニュアル』p .253を 参考 に作成。
表5グ ル ー プ 討 論 法 の 問 題 点
① グル ー プ全員 の積 極的 な発 言とコ ンセ ンサ スが求 め られ るので,結 論 な りを 出す
まで に,時 間が かか る。
②討議 が,学 生の知識 や経験 の レベ ルで行 われ るため,あ りきた りの結 論 にな りが
ちであ る。
③ 内容 よ りも討議 の進 め方 に関心 が い って しまい,纏 め る ことのみが 目的 にな って
しま う場 合 あが る。
④ 講義方式 に比 べて,一 度 に教育 で 出来 る人 数 に制限 があ る。
⑤進 め方 に よ って は,討 議 の掘 り下 げ型 が浅 く,抽 象論 や常識 論 に陥 りいやす く,
参加 者間 に不満 が残 る。
⑥ 何 か新 しい知識 を吸収 で きる と期待 して きた学 生 には,「 何 も教 えて くれ な い」
との不満 を抱 かせ る。
資料:日 本産業訓練協会編 『研修スタッフ実務マニュアル』p.253を 参考』に作成。
② テ ー マ の 与 え 方,
③ 各 種 教 授 法 との 関 連 づ け,
④ グ ル ー プ 討 議 の 結 果 ・ク ラ ス全 体 討 議 な ど討 議 す る プ ロ セ ス の コ ン トm
ル,
な ど にお け る工 夫 が求 め られ る。
そ こで,以 下 の よ うに 「講 義 方式 」,「事 例 研 究(含 む ビデオケース)」な ど と 「バ
ズ学 習」 を組 合 せ た授 業 を試 み る。
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5講 義内容と試行点
経営学 において効果的な教育を行 うためには,双 方向性 のある教授法の導入
が必要 不可欠であ るとの考 えに基づ き,
① ビデオ教材を積極的 に利用す る,
②講義方式 と他の教授法式(事 例研究 バズ学習など)
を組合せ る,と い う観点 か ら教授法 の改善 をはか る。
参考 までに,1997年 の講義 内容 と試行点を示す と表6の 通 りであ る。
そ こで,今 年度 の授 業は後期集 中科 目(2時 間)と い うこともあ り,以 下 のよ
うな学習方 法を組 み合わせ た授業 を試 みた。
① 「講義 」 と 「バ ズ学 習 」 の組 合 せ
ステ ップ1:最 初 に,学 習 す るテー マ につ い て講 義 す る。
ステ ップ2:「 どん な会社 を創 りた いか 」 な ど,課 題 を学生 に課 す(事 前学
習)。 あ るい は,「 今 こそ研 修 」 な ど,小 事例(ス モール ・ケース)
を授 業 中 に配布 し,学 生 に問 題 を分 析 させ る(個 人学習)。
ステ ップ3:学 生 を小 集団(ス モール ・グループ)に 分 け,討 論(グ ループ ・デ ィ
スカ ッシ ョン)さ せ る。
ステ ップ4:授 業 の最 後 に,補 足解 説 す る。
この組 合 せ は,学 生 の経 営学 に対 す る基 礎 的 な知識 が不 足 して い る段 階 で の
教育 に適 した方 法 で あ る。
圃 一「圃 一圃 一L壷到
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講義内容 「主 な テ ー マ」 試行点
日本の企業.世 界の企業 「どんな会社 を知 っているか」
2.企 業活 動(マ ネ ジメ ン トサイ クル)と 企 業形態(合 名 .合 資.株 式 会社)
3.組 織行 動(職 能 別組織,
4.人 的 資 源 管 理(モ チ ベ ー シ ョ ン,





生産活動(蛋 産方式,ProductMix,新 製品の開発,資 材の調達 と在庫管理)
企業戦略(垂 直統合,多 角化)
9.情 報 技術(企 業組 織 と情報 の流 れ,情 報 システ ムの役割)
10.総 合演 習
クイ ズ
「会社 の歴 史」 クイ ズ
『会社 の役 割』VTR
「魚 屋 さん はどんな経営 を して い るか」 クイズ
『煙 草屋 さん,靴 下 屋 さん の経営 』VTR
「どんな会社 を創 りたいか一 創業 」 クイズ
ライ ンとスタ ッフ,事 業 部制,マ トリックス組 織)
『会社 の仕事』VTR
「会社 の組織」 クイズ
リー ダー シ ップ,人 事,教 育)
「モチベー シ 斎ン」 クイズ
「何 故会社 を辞 め るのか」 ヶ 一ス
「今 こそ研修 一〇JT-OFFJT」 ケ ース
『リーダー シ ップ』VTR
討論 ・クイズ
『化粧 品会 社 の マーケ テ ィ ング活動 』VTR
『写 ル ンです』VTR
「喫茶店 の経 営」 ケース
テ ス ト
リー ダー企業,差 別化,集 中)
『電卓戦 争』VTR
テス ト
『バ ッチ生 産方式 』VTR
『アセ ンブ リ生産 方式一 日産 自動 車一 』VTR
『ポー トフォ リオマ ネ ジメ ン ト』VTR




「ベ ンチ ャー ビジネ ス」 レポー ト
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園 一匡璽]-E藤]一[壷 劃
「何 故 会 社 を 辞 あ る の か 」(注:左 の 「 」 内 はケ ース スタデ ィテ ーマ)
「今 こそ 研 修 」(資 料2参 照)
圏 一 塾 研究 一匹 望
『写 ル ンで す 』(注:『 』 は ビデォヶ一 ス)
② 「事 例研 究 」 と 「バ ズ学 習 」,r講 義 」,「小 テ ス ト」 の組 合 せ
ス テ ップ1:最 初 に事 例(ケ ース)教 材 を学 生 に配 布 す る(事 前学習)。 あ るい
は,授 業 中 にVTR教 材 を学 生 に見 せ る。
ステ ップ2:学 生 に よ る問題 点 の整 理 ・記入(個 人学習)。
ステ ップ3:学 生 を小 集 団(ス モール ・グループ)に 分 け,グ ル ー プ討論(グ
ループ ・ディスカ ッシ ョン)。
ステ ップ4:イ ンス トラク ター の リー ドに よ る全 体 討 議(ト ータル ・ディス
ヵッシ ・ン)お よび補 足 解 説。
ス テ ップ5:最 後 に,問 題 に対 す る解 決 案 な り1学 生 の意見 を書 か せ る(小 テ
ス ト)。
この組 合 せ は,あ る程 度 基 礎 知識 の あ る学 生 に対 し,応 用 力 を試 す の に適 し
た方 法 で あ る。
圃 一「肇]一 塵]一[画
『リー ダ ー シ ップ』 → 「個 人学 習 」 → 「バ ズ学 習 」 → 「講 義 」
→ 「小 テ ス ト」(資 料3参 照)
匡嘘]一 区 璽]一[壷 鋼 一瞳1一 ノトテス日
「建設 会 社 の多角 化 』 → 「個 人 学 習」 → 「バ ズ学 習」 → 「全体 討 議」
→ 「講義 」→ 「小 テ ス ト」
(注:『 』 はビデオケース)
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③ 「講義」 と 「クイズ」,「事例研究」の組合せ
下記以 外 に も,幾 っか の組合 わせ が考 え られ るが,学 生 に経 営 に対 す る興
味 ・関心 を持 たせ るために,ま す最初 に 「身近 な会社」を クイズや映像で例示
し,そ の後,学 生 に質問 し,理 解度 を確認 しなが ら授業を進 あ る方法で ある。
匠]一[圃
「どん な会 社 を知 って るか」
「会 社 の歴 史 」(資 料4参 照)
匡璽]一 陳 応司 一塵 司
「魚屋 さん の経営」
『煙草屋 さんの経営』(資料5参 照)
(注:左 の 「 」 内 は クイズ)
(注:左 の 「 」 内 は研 究 テー マ)
(注:左 の 『 』 は ビデ オテーマ)
また,受 講 す る学生が前提科 目を履修 していないか,あ るいは学生 の前提知
識(専 門用語など)が 不足 して いる場 合,配 布 した資料 を もとに基礎 的概念を解
説す る。 次に,学 生 に ビデオを見せた後,補 足説明 し,感 想文 を書 きせ る。
匿劃 一[塾 確]一 小テスト
一蜘
『電 卓 戦 争」(資 料6参 照)(注:左 のr』 はビデオテーマ)
以 上 の組 合 せ を念 頭 にお いて,授 業 の改 善 を試 み た。
6ま と め
「経 営 学 」は2年 生 を主 対 象 とす る,経 済 学 部 の選 択 必修 科 目で,平 成9年 度
後 期 は1部 約210人,II部 約250人 の履 修 登録 が あ ったが,最 後 の授 業 に出席
した学 生 に対 し,「 今年 度 は視聴 覚 教 育充 実 の ため に,い ろ い ろな教材(煙 草屋
さんの経営,会 社 とは,会 社の仕事,リ ーダー シップ}マ ーケティング活動 写ル ンです,
電 卓戦亀 ポー トフォリオ,生 産方式r日 産 自動車,多 角化,Posシ ステムなど)を 使 い
ま した。経 営 教 育 にお け る ビデ オ教 材 導入 の意 義 につ い ての,自 分 の感 想 ・意
見 を書 きな さい。」とい う小 テ ス トを課 し,こ の授 業 に対 す る感 想 ・意 見 を書 い
て も ら った(資 料7参 照)。
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感 想 文 は授 業 の最 後 の15分 位 の限 られ た時 間 に書 か れ た もの で あ るが,そ
れ ぞれ の授 業 に対 す る ま とめ に もな って い る。読 ん で見 る と,お お む ね学生 に
「経 営 に興 味 ・関心 を もって も らう。 もっ と経 営 につ いて学 び た い。」 とい う教
育 目標 はあ る程 度達 成 され た と思 わ れ る。特 に,教 材(ビ デオや記述 した事例)を
使 った ケー スス タデ ィを や って よ か った とい う意 見が 圧倒 的 で あ る。 参加 型 の
授 業 を積極 的 に試 み た イ ンス トラ ク ターの姿 勢 の故 な のか ど うか はわ か らない
が,授 業 中 に手 応 え と して感 じて いた ものが そ の ま ま感 想 とな って返 って きて
い る。 学 生 が経 営 の基 本 が わ か るよ うに な った とい うこ とや,考 え る教育 や学
生 参 加型 の授業 を望 ん で い る こ とな ど,回 答 した 人 の学生 達 の意 見 か ら伺 い知
る こ とが で きる。
次 に,学 生 の感 想 文 を参 考 に して,試 行 点 で あ る 「講義 方 式 」,「視聴 覚 教 育 」,
「ケ ー ス ・ス タデ ィ」,「デ ィス カ ッシ ョン方 式」,「各 種教 授 法 の組 合 せ 」に つ い
て,言 及 して み る。
6.1講 義 方式
講義 を行 う場 合,イ ンス トラ ク ター が一方 的 に話 す こ とが 多 くな ると,学 生
は受 身 の立 場 とな り,次 第 に積 極 的 に聞 か な くな る。
例 え ば}東 辻君(経 済4年)は 「大学 の授 業形 態 は,通 常 教 授 が0方 的 に講
義 を行 い,生 徒 は これを 聞 き,ノ ー トを写 す だ けで あ り,こ の よ うな形 態 にお
いて は,生 徒 は授 業 内容 につ いて受 動 的 にな らざ るを得 ず,ま た授業 内容 につ
い て も単 調 な感 じを受 け,授 業 内容 に関心 を示 さな い こ とが多 くな る。」と述 べ
て い る。
また,牧 野 君(経 済.2年)が 「黒 板 に書 くだ けの授 業 で はい ま い ちわか りに
くい」 と述 べ て い るよ うに,従 来 の講 義 方式,特 に一 方 通 行 の授 業,た だ先生
の話 しを拝聴 して終 わ り とい う授 業 に は学 生 は否 定 的 で あ る。
この よ うな事 態 を避 け るため に は,イ ンス トラ ク ターが,授 業 中 に学 生 に質
問 した り,授 業 中 に クイ ズを実施 す る に よ り,あ る程 度 改善 が可能 で あ る。
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授 業 内容 につ いて は,本 折 君(貿 易.4年)は 「経 営 学 とい うと,今 まで は経
営学 史 の様 な内容 に な りが ち った ので,そ れ らと比 べ る と,講 義 の内容 に興 味
が持 てた」 とい う意 見 で あ る。 ま たz「 どの よ うな人材 を育 て るの か」に よ って
授 業 内容 は変 わ って くるが,学 生 は少 な くと も 「経 営 学 」 とい う学 問 で はな くz
現実 社 会 に則 した テ ーマ につ いて学 ぶ こ とを求 め て い る。 彼 の よ うな意見 は資
料7の 感想 文 に数 多 く見 られ るが,学 生 は企 業 の現 状 を分 析 した り,企 業 の多
角化 を論 じ合 うよ うな講 義 ・演 習 を大学 教 育 に求 め て い る。
例 えば,岩 間君(経 済.3年)が 「カ ップ ラー メ ンや空 き缶 な どの サ ンプ ルを
持 って きて見 せ た り して,結 構 わか りやす か った。」,ま た本 折君(貿 易.4年)
が 「『釣 りばか 日誌 』 や 『山 口六 平太 』 な どを使 った プ リン トも大 変 面 白か っ
た。」,さ らに中塚 君(経 済.2年)が 「後期 の授 業 で初 め の方 にい ろ い ろ 『会 社
の名 前」 につ いて の クイ ズが あ ったが,そ うい う もの を も っと増 や せ よ う と思
う。」と述 べ て い る よ うに,講 義 方 式 の なか で も,学 生 の興 味 ・関心 を 引 き出 す
工 夫 をす れ ば,学 生 の学 習意 欲 は高 ま る。
勿 論 そ の ため に は学 生 は基 礎 的 な知 識 を事 前 に学 ん で お く必 要 が あ るが,
イ ンス トタク ターが学 生 に現 実 の企 業 経 営 を分 析 す るた め に,「基 礎 簿 記」,「管
理 会計 」 な ど会 計学 や 「商 法」 な どの法 律 の知 識 も必 要 で あ る こ とを学 生 に理
解 させ れ ば,学 生 は 目的意 識 を もって学 習 す る。
6.2視 聴 覚教 育
「ビデ オ」利 用 に関 して,長 倉 さん(経 済4年)は 「『百 聞 は一 見 に しか ず』
とい う言葉 もあ るよ うに扱 って い る問 題 が伝 統 的 な理 論 で は な く,変 わ りゆ く
社 会 の 中か ら生 産 され た ものだ か ら,視 聴 覚 設 備 を用 い る こ とで,よ り具体 的
にわ か る ことが 出来 た と思 い ます。」 とい う意 見 で あ る。 ま た,相 良君(経 済.
3年)は 「普 通 の授 業 で は理解 しに くい会社 経 営 の し くみ や リー ダー シ ップの授
業 も,ド ラマ仕 立 て の ビデ オを 見 る ことで,内 容 が頭 に残 りやす く,積 極 的 に
疑 問 や考 え を持 って授 業 にの ぞ む こ とが 出来 ま した。」と,そ の長 所 を指 摘 して
い る。
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「ビデ オ」 を利 用 した教 育 と従 来 の講 義 方 式 との比較 で は,久 保 田君(経 済.
3年)は 「大学 の授 業 で はほ とん ど一方 的 な先生 の講義 で あ り,っ ま らな い もの
で あ る。 しか し,ビ デ オな どで の学 習 は印象 が残 る し退 屈 で はな い。 そ して経
営 とい うの は板 書 で学 ぶ もので はな く,実 際 に体 験 して学 ぶ べ き もの で あ る と
思 うの で,ビ デ オ学 習 は効 率 的 で あ る と思 う。」 と述 べ て い る。ま た,利 根 川君
(貿易2年)も 「先 生 の講義 中の話 だ と一 回限 りの話 しで あ ります が,ビ デ オ の
視聴 覚 教育 を行 な うと,一 回解 説 した こ とを,今 度 は画面 上 で 目で学 ぶ ことが
で き,自 分 な りに ノー トや要点 チ ェ ック等 を メモ を と りなが ら学 習 す る こ とが
で き るの で,私 はおお いに結構 で あ ると思 って お ります。」とい う感 想 を述 べ て
い る。 この よ うに,映 像 を教 材 と して用 いた場 合,聴 覚 に頼 る講 義 方 式 よ りも
印 象 が強 く,学 生 に興 味 を もた れや す く し,実 感 と して理解 されや す い とい う
特 色 か ら,学 習効 果 が高 い。
しか しな が ら,先 程 の長 倉 さん(経 済4年)は 「ビデ オ使 用 時 は学 生 は受 身
で あ り,そ こで伝 え られて い る情報 が,イ メー ジ と して は残 るが,知 識 とい う
形 で残 りに くい と考 え る。 また,ビ デ オ使 用 時 は手 元 が暗 いた め必要 だ った と
思 った こと も自分 で は メ モが しに くい。 な ん らか の情報 を補 うとい う点 で は有
効 だ と考 え る。」 と も述 べて い る。 さ らに,斎 藤 さん(経 済.3年)も 「映写 中 に
で て くる図 な どを メ モ してお きたか った ので す が,暗 くて良 く書 けず,終 了 後,
中 途 半端 な図 しか残 らな か った た こ とが あ ったの で,(先 生が解説 して くれたの も
あ りましたが)黒 板 に も っと書 いて欲 しか ったで す。」と,ビ デ オを使 用 す る際 の
改善 点 を指摘 して い る。
この ほか,亀 岡 君(経 済.2年)は 「教 材 を よ く選 ば な けれ ば,そ れ は無 意 味
で あ る。 これ か ら もさ らに良 い教 材 を導 入 して授 業 を して も らいた い。」 と,効
果 的 な教 育 を行 な うに は適 切 な教 材 を選 ぶ こ とが大 切 で あ る と述 べて い る。 さ
らに,藤 野 君(経 済.4年)は 「ビデ オを じっ く り見 させ るためz内 容 とは別 に,
映 し出 され た もの にっ い て,た だ書 かせ た り,一 時停 止 した り しま した。」 と,
教 育効 果 を高 め るため の工 夫 を勧 めて い る。
以 上,学 生 の感 想 文 よ り,視 聴 覚 教育 にっ いて,次 の こ とが 言え るので は な
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いだ ろ うか。
①学 生 に と って従 来通 りの言 葉 や文 字 を媒 介 と した コ ミュニ ケ ー シ ョン手 段 で
情 報(教 育内容)を 伝達 す る よ り も,極 め て教育 効 果 が 高 い。
② 視 覚 に よ る情報 は現 実 に働 いて い る人 達 の人 物 像 や職 場 の雰 囲 気 な どの情 報
も た ち ど ころに表現 して くれ る。「一 見 は百 聞 に しかず」 とい う諺 が あ るよ
うに,教 育効 果 が 高 い理 由 もそ こにあ る。 現 代 の学 生 に と って,言 葉 と文 字
(あるいは活字)情 報 よ り も,イ メー ジ(あ るいは画像)情 報 に よ る情 報 摂 取 の ほ
うが理解 しやす く,学 生 の好 み にあ って い る。
③ 視 聴覚 教 材 を用 い る場 合,「 設 問(心 理 テス ト,理 解度 テス ト)に 解 答,チ ェ ック
リス トによ る相 互 点検,ワ ー ク シー一トに記 述 」 な どの工 夫 や 「講義 ,事 例 研
究,バ スセ ッシ ョ ン(小 集団討議法),全 体 討議 」な ど と組 合 せ た場 合 は学 生 の
理 解 度 が深 ま る。
④ ビデ オ教 材 を利用 す る ことに よ って,イ ンス トラク ター の テ ィー チ ング ・ス
キ ルの 出来 ・不 出来 にあ ま り左右 され る こ とな く,学 習効 果 の高 い教 育 が可
能 にな る。
⑤ ビデオ教材 を ケ ー スに使 用 した後,そ の印象 が比 較 的 記憶 に残 って お り,レ
ポ ー トに ま とめや す い とい うことが あ げ られ る。 ただ し,学 生 も指 摘 して い
るよ うに,ビ デ オ教 材 を使 用 す る際 に注意 しな くて はけ な い こ とは,見 せ っ
ぱ な しで は い けな い点 で あ る。 必 ず,テ ーマ に沿 って,イ ンス トラ ク ターが
学 生 に質 問 した り,自 分 の考 え を ま とめ させ た り,討 論 させ た りす る こ とが
必 要 で あ る。 何 故 な ら,教 授 法 の組 合 せ に よ って,自 分 の意 見 を表 現 した り
す る能 力(コ ミュニケーシ ョン能力)が 向上 す るか らで あ る。
6.3事 例 研 究(ケ ース ・スタディ)
今年 度 は事例 研 究 を数 回 実 施 した が,な か で も ビデ オ教材 を使 った場 合,次
の感 想 文(資 料8参 照)に 見 られ るよ うに極 め て イ ンパ ク トが大 きい。
そ れ は林 君(経 済.3年)が 「VTRで 擬 似体 験 す る ことが で きる」 こ と,小
林 君(経 済.4年)も 同様 に 「経 営 教育 は,理 論 的 な こと も多 少 は必 要 で あ る こ
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と も認 め ます が,実 際 に体 験 す る ことで学 ん で ゆ くことに よ る吸 収 の ほ うが,
印象 に残 りや す く,頭 で っか ち にな りが ちな丸 暗記 の テ ス ト方式 よ り も,ぐ ん
と成 長 させ る ことに お いて は,と て も貴 重 な方 法 で あ る と思 って います。」 と,
好意 的 な評 価 を して い る。
ま た,川 村君(経 済.3年)は 「知 識 を な らべ た て るVTRで な く,ケ ー ス ・ス
タデ ィで 問題 を読 み取 り,分 析 し,そ れ に対 して の対 応,処 理 はど うす るの か
を考 え させ るVTRで あ った。 自分 で 状況 を分 析 し,問 題 を提起 し,処 理 を し,
そ の一連 の作 業 を検 討 し,状 況 を改善 して い く能 力 が社 会 人 になれ ば必要 だ と
思 う。 思 考 力 を育 て る上 で,大 変 この教 材 は役 に立 った と思 う。」 と述 べて い
る。
この よ うに,「 見 て,聞 いて,考 えて,自 分 の意 見 を纏 め た り・他 人 と討議 す
る」 とい う授 業 の進 め方 は学生 の学 習 の動 議 づ け にな って い る。
現 在,事 例研 究 を授 業 の な かで実 施 して い る人 は,関 東 地 区で は一 橋 大学 竹
内,帝 京大 学 佐 藤 神 奈 川 大学 水 谷,北 尾 青 山学 院 大学 坂 井 ・石 倉,千 葉商
科大 学 吉 田な ど限 られ た先 生 達 にす ぎな い。 事 例研 究 は系統 的 に経 営 を学 ぶ と
い うよ り も,む しろ経営 の問 題 を体 験 的 に学 ぶ授 業 形式 で あ るが,我 々 イ ンス
トラク ター は,学 生 に対 して よ り良 い授 業 を実 施 す るた め に講 義方 式 を補 完 す
る教授 法 一 ケ ー ス ・ス タデ ィ,実 験 な ど一 を授 業 の中 で実 践 して い く必要 が あ
る0
この ほか,亀 岡 君(経 済.2年)が 感想 の な かで,「 教材 を よ く選 ばな けれ ば,
無 意 味 で あ る」 と指 摘 して い るが,教 育 目的 に沿 った教 材 を選 定 す る こ と も重
要 で あ る。 教 材 につ い て は,ア メ リカの 大学 にお け る教材 の豊 富 さ と比 べ て,
まだ 日本 の大学 で使 用 で き る教材 は極 め て少 な い。教 科 書,ケ ー ス教 材,ビ デ
オ教 材,メ デ ィアを利 用 した な ど教 材 開 発 な どは高 等教 育 全 体 の課 題 で あ る。
6.4デ ィスカ ッシ ョン方式
デ ィス カ ッシ ョンにつ いて は,石 井 君(経 済.4年)が 「授 業 中 に マ イ クを あ
て られ て皆 の前 で意 見 を述 べ る機 会 もあ り,他 人 と自分 の意 見 の違 い や考 え な
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どを比 較 す る こと もあ って,そ れ もまた い い機 会 で あ った と思 い ます
。 この よ
うに・ た だ・ 講義 で話 を聞 い て,ノ ー トを と るだ けで は な く自 らの頭 で考 え て
意 見 を述 べ るとい う機会 はあ ま り多 くはな い ので,こ うい った ス タイ ルの意 義
や重 要 性 は高 い もの で あ ると思 い ます。」 とそ の感 想 を述 べ て い る。
また,デ ィス カ ッシ ョンを進 め る うえで,土 屋 さん(経 済.4年)は 「経 営学
にお いて,視 聴 覚 教 材 を導 入 す る こ とは,具 体 的事 例研 究 を させ る うえで,わ
か りやす い と思 うが,知 人 以外 に話 す こ とが で きな い学 生 が多 い なか で
,何 も
話 す こ とが で きな い学 生 が い る とい うの が 問題 で あ る と考 え る。」 と述 べ て い
る。 同様 に,大 石 君(経 済.4年)も 「デ ィスカ ッシ ョ ンの仕 方 に は難 が あ った
ので は と思 い ます。 討論 す る下地 が で きて い な いの に,そ れ を強制 され て もう
ま くい くわ け はな く,知 り合 いの い る学 生 ぐ らいが 討論 し参 加 して い たの で は
な いで しょうか。 例 え ば,席 を毎 回決 あ た り,グ ル ー プに分 けた り,と い った
方 法 で 仲 間 意識 を 育 て て か らで な い と会 話 もで きませ ん。」 とデ ィスカ ッシ ョ
ンす る下 地 が無 い ことを問 題点 と して あ げて い る
。
さ らに,梶 田君(経 済.3年)は 「私 が受 講 した なか で もか な り開 か れ た タイ
プの授 業 で あ ったの で,戸 惑 い もあ りま した。 発 言 な どを含 め て,私 達 が授 業
に参 加 す る意 欲 が 足 りなか った時 が あ っ た の は 日本 人 気 質 の せ い だ と思 い ま
す。 この授 業 は も う少 し小 人数 で,か っ私 達 の意 識改革 が あれ ば,よ りよ い も
の に な った と思 い ます 。」 と 日本 人 気 質 と ク ラス ・サ イ ズを問 題 点 と して あ げ
て い る。
この ほか,授 業 中 に学 生 を指 名 す る と,学 生 が 「緊張 して しま う」 とい う意
見 もあ るが,全 体 と して,学 生 が 自 ら自分 の考 えを述 べ,他 人 の 考 え に耳 を傾
け,対 応 す る デ ィ スカ ッ シ ョ ンに よ る学 習 方 法 の 意 義 を認 め る意 見 の方 が 多
い。一 方,改 善 す べ き点 と して,200人 前 後 の ク ラスで,デ ィス カ ッシ ョンを活
発 に す るたあ の工 夫 が イ ンス トラク ター に求 あ られ る。
現 在,デ ィスカ ッシ ョ ンを取 り入 れ て い る授 業 は極 めて少 な い。 福 原 君(貿
易2年)が 「ケ ー ス ・ス タデ ィで実 戦 的 な授 業 を取 り入 れ た方 が,よ っぽ ど頭
を使 う もので あ った。少 な くと も"思 考 す る能 力"に っ い て はか な り鍛 え られ
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た と思 う。 正 直,自 分 が想 像 して いた授 業 と はか な り違 って いた が・ 周 りの人
達 と授 業 の 内容 につ い て,討 議 し合 うな ん て事 は これ ま で あ ま りな か った の
で,是 非来 年 以 降 も続 けて欲 しい シス テ ムだ。 それ と,数 回 に及 ぶ ケ ー ス ・ス
タデ ィとス モー ル ・テ ス トで,自 分 の創 造 力,洞 察 力,そ の他 多 くの能 力 に欠
けて い るので は,と 実 感 す る事 が多 々 あ った。これ か らの 自分 の勉 強 の あ り方,
も っと眼 で見 て考 え る ことの重 要性 を知 った。」 とい う意 見 に見 られ るよ うに,
事 例研 究 や デ ィスカ ッシ ョンを通 して,学 生 を授 業 に参加 させ,思 考 す る教 育
が必 要 で あ る。
6.5各 種教 授 法 の組合 せ
手 を動 か せ ば眠 くな くな る。 これ は極論 か も しれな い。 だが,授 業 の最 大 の
敵 で あ る"た い くっ","眠 い","ぼ っと して しま う"を 排 除 す る に は,手 を動
か した り,討 論 した りす る こ とが効 果 的 で あ る。
この授 業 で は学生 の授 業参 加 を積 極 的 に高 め るた あ,色 々 な工夫 を凝 ら した
が,阿 部君(経 済.4年)が 「"先生 に よ る トピ ックの提 示→ ビデ オ に よ る実 際 の
状況 の把 握 → 自分 な りに思 考 す る→ 周 りの 人 とデ ィス カ ッシ ョンす る→ 先 生 に
よ る解 説"と い うプ ロセ スを繰 り返 し行 う ことに よ って,経 営 学 に関 す る知識
自分 で考 え る能 力,コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 な どが,真 剣 に受 講 して い る うち
に身 にっ いた と思、うか らです 。」 と述 べ て い る。
ま た,遠 藤 さん(貿 易2年)も 同様 に 「ビデ オを見 てか ら,そ れ で終 わ りと
い うわ けで はな く,そ こか ら発 展 して デ ィスカ ッ シ ョ ンす るの は,絶 対 自分 で
考 え る とい う点,友 達 と意見 を 出 し合 う とい う点 でか な り合理 的 だ と思 い ま し
た。 私 もそ うです が,思 って も意 見 を言 え なか った り,先 生 の0方 的 な講義 に
っ い て い けなか った り,先 に もあげ た よ うに,も し ビデ オ を見 て・ それ で終 わ
りで な く,う ま く考 慮 さ れた 講義 で あ った よ うな気 が します 。一 人 一 人考 え方
な どは違 うわ けで,自 分 の思 った こ とが記 入 で き る スペ ー スが設 け られ た プ リ
ン トは とて もよ く,自 分 に少 し自身 が持 て るよ うに もな りま した。」と述 べて い
る。
100商 経 論 叢 第34巻 第2号
(131)
さ らに,藤 野 君(経 済.4年)が 「ビデ オの場 合 に は写 し放 しで は良 くな い と
い う こと も踏 まえ,ミ ニ レポー トを書 か せ た点 は正 しい方 針 で あ った と思 い ま
す。」 と述 べ て い る。以 上 ・3人 の意 見 か ら もわ か るよ うに 「講 義 方式 」
,「 事 例
研 究 」s「バ ス学 習」・ 「クイ ズ」,「小 テ ス ト」 な どの組 合 せ た授業 に対 して高 い
評 価 を与 えて い る。
今後,大 学教 育 で 目指 す方 向 は現 在 多 くの授 業 に見 られ るよ うな,一 方 的 な
講 義 で はな く,複 数 の教 授 法 を組 み合 わ せ た双 方 向 の授 業 を 目指 す べ きで あ ろ
う。
この ほか・ この授 業 で は教 科 書 を用 い なか った た め
,毎 回,講 義 内容 を記 し
た プ リ ン トを配 布 した.そ れ は 日本 に は ア メ リカ で い う教科C9)に 相 当 す る もの
が な いの が一 因 で あ る。例 え ば,国 際経 営 学 で は,ジ ョン ・ダニ エル の 「イ ン
ターナ シ ョナル ・ビジネ ス」な どが代 表 的 な教 科 書 で あ り
,筆 者 は1998年 「現
代 社 会 と経 済1-一 国 際経 営 学一 」 の授 業 で は彼 の教 科 書 を参 考 に して講 義 を進
め て い る・ ジ ョン ・ダニ エル の教科 書 は学 部 レベル か ら大学 院 の入 門 レベ ル で
も使 わ れ て い るが,大 学 院 の上級 レベ ル で は,ク リス トフ ァー ・バ ー トレ ッ ト
と スマ ン トラ ・ゴー シ ャル の 「トラ ンス ナ シ ョナル ・マ ネ ジメ ン ト」 や ブ ライ
ア ン'ト イ ンと ピー ター ・ワル ター ズの 「グ ローバ ル ・マ ーケ テ ィ ング ・マネ
ジメ ン ト」 な ど複 数 の教 科 書 が 用意 され て い る
。 いず れ も具体 的 な実例 と練 習
問題(含 むケース ・スタデ ィ)を 豊 富 に紹介 して あ るの で,学 生 が興 味 を持 って学
習で きる内容 で あ る。 教科 書 は効果 的 な授 業 を行 な うえ で,欠 か せ な い もの で
あ るが,標 準 的 な教 科書 作 成 は今後 の課 題 で あ る。
6.6学 生 による授業評価
学生 によ る授業 評価 にっ いて は,現 在 の 日本 の大学 で は批 判的 な意見 も多
い。 しか し,教 授法の改善 とい う点か らみれば,学 生 による授業評価 は教授法
その ものに直接的な資料 を提供 する ものであ り,取 り組む意味 は大 きいと言 え
る。




組織 的 な実施 とで は 自己評価 と して の持 っ 意 味 が異 な って い る。 個 人 的 レベ ル
で授 業 の 改善 に努 め るの で あれ ば渓 施 す る こ と1ま容 易 で あ る・授 業 評価 を実
施 す る こ とに よ って,学 生 の意 見 を次 年 度 の授 業 に反映 させ る とい う点 が重 要
で あ る。
そ こで,1997年 度 最後 の授 業 で,学 生 に よ る授 業評 価 を試 験 的 に実施 した。
第 一 の質 問 は出席 に関 す る もの,第 二 は教 員 の授 業 に関 す る もので あ る。
まず,学 生 が どの程 度授 業 に 出席 してい るか,学 生 に 臼己 申告 させ た とこ ろ,
表7に 見 られ る よ うに,50%近 くの学 生 が ほぼ毎 回 出席 して い る。
学 生 の 出席 率 が高 い理 由 と して,半 期 の授 業 で あ る こ と,授 業 中 クイ ズ,小
テ ス ト,レ ポ ー トを十 数 回 実施 した こ と も一 因 で あ ろ う。
授 業 を改 善 す る為 の方策 の一 っ に学生 によ る授 業 評 価 が あ るが,評 価(無 記
名)は 以 下 の よ うに高 い 評価(表8)と な った。
しか しなが ら,学 生 によ る評価 に は教 科 の内容,知 識 の水 準,教 材 な どの他,
学 生 数,専 攻,学 年 に よ る違 い や学 習 意 欲 の高 低 な ど,い ろい ろ な要 因 が絡 ん
で お り,そ れ ら全 て を考 慮 して解 釈 す る必要 が あ る。
最後 に,筆 者 は毎年
① 「講義方式」 か ら 「課題や主体性 に もとつ く自己学習」へ,
② 「教 え られる こと」か ら 「能動 的な問題解決 によ って学 ぶ こと」 へ
表7学 生の出席率(無 記名)
1部 轍 数 観3J}o)2(36%)(論 馬争躍3(聯
H部 轍 数(毎 回
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③ 「教 員 の権威 に よ って教 え られ る こ と」か ら 「ケ ー ス ・ス タデ ィ
,小 グル ー
プを単 位 とす る相 互 啓 発学 習,シ ミュ レー シ ョ ンな どの活 動 を通 じて の能 動 的
学 習」 へ の改善 を重 ね て い るが,多 人 数講 義 にお け る双 方 向 コ ミュニ ケ ー シ ョ
ンの改 善 が課 題 と して残 って い る。
資料1「 創業」
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「い ま こそ 研 修 」
4月1日,入 社教育を終了 して二人の新入職員が企画調整課に配属された
。
庶務係長 の引率で一通 り挨拶 まわ りを して,同 係長課長か ら1時 間程度,『企画調
整課の業務概要』や 『各係の分掌事務』 とか 『新人の心構え』などの説 明が あ り
,
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その後 彼 らの座 る席へ案 内 され た。 上 司 とな る係 長か ら仕 事 の説 明が あ ったが,な
んだ か全 然分 か らず,退 社 時 には説 明 内容 はす っか り頭 の 中か ら,ど こか へ飛 んで
い って しま って いた。「これ を読 ん で お け」 といわ れ た参 考 資料 だ けが手 元 に残 っ
て いた。
遠 藤 さん は,調 整係 に配 置 され,課 内 ・課外 の連絡 な どで,元 気 に飛 び回 って い
た。 遠 藤 さん は,学 生時代 に ア ジア大会 の通 訳 を した こと もあ り,仕 事 の呑 み込 み
も速 く,ま た,こ まめ に体 を動 か して いた。 物怖 じしな いので,「 あ いっ は,生 意
気だ」 とい う評判 もあ ったが,明 るい性格 なので,直 立不動 の姿勢 で 「す み ませ ん
で した」 と謝 る態度 は好感 が もた れた。
… 方,小 川 さん は企 画係 に配 置 され,過 去 の企画業務 の膨大 な資料 の整理 を命 じ
られ,書 類 の山 と必死 に格 闘 して いた。 小 川 さん は,遠 藤 さん と異 な り口数 が少 な
く,ま あ声 も小 さ く,目 立たな い性 格で あ った。 係 長 が仕 事を命 じて も 「はい」 と
言 うものの,分 か ったか ど うか不 明で,課 員 は口 には出 さないが 「頼 り無 いやつ』
と思 われ てい た。
4月30日,小 佐野企 画調 整課 長 は,遠 藤 ・小川 の上司 で あ る矢 野調 整係 長 と井 上
企 画係長 を呼 んで 「二人 の新人 はど うだ い」 と聞 き,「 どう指導 して い るか」 を尋
ね た。
遠 藤の上 司で あ る矢野係 長(係 長歴5年)の 話
「遠 藤 は指示 どお りて きぱ き動 いて くれ ます。 明 るい性 格 で,何 を言 わ れ て もへ
こたれ ません。 まだ,な に をや ってい いのか分か って いないの で,細 か く指示 し・
『いわれ た通 りにやれ ば良 い』 と言 うのですが,し ょっち ゅ う 『なぜ?』 な どと聞
くので す。 ち ょっと理屈 っぽ い ところ もあ るんです。 覚 え た こ とをす ぐ課 内 ・課外1
の折衝 です ぐ口 にだす ので 『生 意気 だ』 といわれ る こともあ るよ うです。 そん な と
もあ って,今 は理 由や理屈 はな るべ く教 えな いよ うに して い ます。 行動的 で付 き合
い も良 す ぎて困 るところが あ ります。 仕事 に慣 れて きたせ いか,仕 事以外 の寄 り道
を した り,今 日は残業 とい う時 に断 わ りな く 『飲 み会』 の約束 をす ることが多 くな
りま した。 しか し,遠 藤 に は明 るさが あ り,憎 め ない素 直 な ところがあ るので,っ
い厳 しく叱 れません。 遠藤 の持味 を いか して,ど ん どん体 を動 か して経験 を積 ませ
よ うと考え てい ます 」
小 川の上 司で あ る井上係 長(係 長歴1年)の 話
「小 川 は無 口で付 き合 い も悪 く,ち ょっと変 わ り者 か も しれ ませ ん。 な にを考 え
て いるのかわか らない ところが あ ります。 『棚 の資料 を整理 して おけ』 と命 じた ら,
資料 の山 に埋 ま って,じ っと眺 めて い るだ けで す。 何 の質 問 があ るわ けで もあ り ま
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せ ん。 こうや るん だ と指示 す れば,そ の通 りにや るのです が,動 作 が鈍 くてい らい
ら します。 面倒 なので,あ れ これ言 わ ない ことに しま した。 急 ぎの仕事 が あ って も
基礎 知識 が ないか ら}や らせ る こと も出来 ませ ん。 結局,私 一 人 でや って,小 川 に
は現在 資料 整理 だ けさせ てい ます。 黙 々 とや って いるので,い っか ら戦力 にな るか
見 当がつ きませ ん。 も う少 し明 る く振 る舞 い,職 場 に溶 け込 ん で くれ た らなあ,と
思 って います。 成 長す るの を辛抱 強 く待 っ だ けで す」
小佐野 課長 の話
「採用 され たば か りだ か らな,こ れか らの教 育 しだ い だ ろ う。 み っ ち り仕込 ん で
や って くれ よ。 君達 に まかせ るよ。 例年 よ り遅 くな ったが,近 々,新 人 の合同研 修
が 有 るそ うだか ら,そ こで いろいろ教 わ って くるだ ろ う」
4月 中旬 に 予定 され て い た4月 入 社社 内研 修 が の び の びに な って い たが,5月 の
連 休 あ けに,竃 人 の新 人 に その研修 の受講 が命 じられた。10日 あ ま りの合宿研修 で
あ り,=人 は 『頑 張 って こい よ』 とい う課 員の励 ま しの 言葉 を聞 いて,い さんで 出
か けて い った。
研 修 が終 了 し,二 人 は職場 へ復帰 した。
課 員 に 「研修終 了」 の挨 拶 を して回 って いたが,不 思 議 な ことにr明 るか った遠
藤 はど ことな く以 前 の元 気 が ない よ うに思 われ,無 口 と思 われ て いた小川 は何 か 自
信 をっ けた感 じが した。
2週 間 ほ ど1つ と,そ れが顕 著 にあ らわ れた。
まず,遠 藤 は以 前の ガ ッツや明 る さが消 え失 せ,指 示 に従 い こまめに体 を動 かす
ことが少 な くな った。 そ して,上 司の井上係 長 の い うこと も上 の空 で,仕 事 上 の失
敗 も多 くな り,机 で頭 を抱 え る姿 を見 せ るよ うに な った。
一方
,小 川 は,無 日で変 わ り者 と思 われ て いたの に,急 に矢野係 長 に対 して質 問
が増 え始 め,納 得 のい くまで聞 くことが 多 くな った。 係 長が た じた じとな るよ うな




「遠 藤 が元 気 が な くな った の は確 か で す。遠 藤 が い うには 『研修 で は,仕 事 の改
善 や創 造性 開発 な どを教 わ り,感 激 したのです が,職 場 に戻 った ら単純業 務 の連 続
で,改 善 も開発 も関係 ない ことが わか り,が っか りです。 もう少 し,難 しい仕事 を
や らせて くれ ませんか』 とい うんです。 単純 と思 われ る仕事 も大切 だよ,と 教 えて
いるんです が,『 大学 で学 んだ ことを活 か したい』 と言 って,今 や らせ て い る 連 絡
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業務 に不満 を抱 き始 め た らしいのです。 研修 を受 けて本 当の生 意気 にな り,指 示 ど
お り動 かな くな って困 って います」
井上係 長 の話
「小 川 は,だ だの無 口 じゃな いです ね。情 報 管 理 の重 要性 とい う ことを聞 い て,
これ は大変 な仕 事 だ,ま ず 自分 の能 力 を高め なけれ ばな らない,と 思 ったので しょ
う。『これ は何 の資料 で,こ れ か らど う仕 事 が展 開 して い くのか等 々』 や た ら質 問
す るよ うにな りま した。 ですか ら前 よ り も資料 整理 が順 調 に進 んで い ます。 また,
資料 の内容 に まで関心 を持 ち始 め,質 問攻 めで私 自身 の仕事 がで きな い程 です。 研
修 を受 けて熱 心 にな ったの はいいんです が,う るさ くて迷惑 してい ます。 勉 強 にっ
ぐ勉 強 で,文 献 や 資料 を鞄 にっ め こみ,通 勤 途 上 や 自宅 で ひ も といて い るよ うで
す。 そ ろそ ろ実 務を や って も らお うと思 って いたのです が,こ れで は,や らせ る こ
と もで きず困 って います」
小佐野課 長 の話
「う一む,そ うだ ったのか。 新 人の合 同研修 は終 わ った,し か し,職 員 の教 育 は
これで終 わ りで はない。今,こ れ か らが研修 なのだ よ。 い ま こそ研修 だ」
二人の係長 は,課 長 の 言って い る ことが ピンと こず,ポ カ ンと課長 の顔 を見 てい
た。
一 画… 長⊥礁 禰
質 問
1.小 佐 野課長 が1ケ 月程経過 してか ら 「新人教育 はど うな って い るのか」 と尋 ね
た ことを ど う考 え るか。
2.矢 野係長 の遠藤 さん指導 にっ いて,ど う思 うか。
3.井 上係長 の小川 さん指 導 にっ いて,ど う思 うか。
4,研 修終 了後に二人が態度を変容 させたことを どう考えるか。
5.研 修終 了後の両係長の二人の変容 に対す る受け止め方 にっいてどう考 えるか。
1)矢 野係長
2)井 上係長
6.今 後 の二人の育成指導(職 場研修 のあ り方)は どうすれば良 いか。
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資料3「 リー ダー シップ」
i経 営学 クイズ10
シ ー ト1
学 習 前 ク イ ズ
次 の質 問 に対 して,あ なた の生 活 習慣 も近 い と思 うもの を一 っ選 ん で回答 欄 に○ 印 を
付 けて くだ さい。
勿論 皆 さん はまだ,部 下 を持 った ことはな いと思 い ます。
そ こで,も しあな たが サ ー クル の部 長,ア ルバ イ ト先の店 長や現場 の責 任 者 とな り
,部
下も しくは同僚 ・後輩 の指 導 をす る立場 にた った ら,と 仮定 して回答 してみ て くだ さい。
ここで は,部 下を(サ ークルの後輩 や アルバ イ ト先で の同僚)と 考え て もよいで しょ
う。
L
いっ まあ 普通 余 り
で も で き 程度 で き
で き て い で あ てい















あなたは職場の目標を きちん と示 して いますか
あなたは部 ドの進捗を定期的にチェックしていますか
あなたは部 下が何で困 っているかをつかんでいますか










あなたは部 ドの仕事上 の相談に対 して きちんと答えていますか5
あなたは各仕事の進捗程度を見て全体を調整 していますか









あなた は部 下に何 を どの程度t期 待 してい るかを話 して います5
か
13あ なた は計 画か らの ズ レに対 して原因 を調 べ対策 を立 てて いま5
すか
14あ なたは部 ドに よ って話 し方 や指示 の仕 方 を変 えて いますか5
15あ なたは部下 が認 め る得意 な ものが あ りますか5
16部 ドか らの情報 や報告 は遅 れ ることが あ りますか5
17仕 事の指示 をす ると き,内 容 や注意 点 な どポ イ ン トを確認 して5
いますか
18あ なた は他 部署 との調整 を 自分 の責任 でや って いますか5
19あ なた は緊急 の時,率 先 して部 下を動 か して い ます か5


















































































































































































戦前持株会社が複数 の産業分野 の企業の株式を保有す ることによってそれを
一代財閥を形成 した。 戦後 は持株会社 は解体 され
たがz銀 行を中核 に株式の相互持合を通 じて企業集団 として再編成 された。
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資料5「 クイ ズ」
経営学 クイズ6 97.10.
① 経営者はどのような思 いで,何 故 この店を始めたか?
② 経営者の考え方 は,経 営管理や店づ くりにどのようにいか されているか?
③ この店はどんな市場環境で,ど んな顧客を対象 としているか,
④ 競争者 と対比 して,こ の店 の 「優位性」や 「ユニーク性」 はどこにあるか?
⑤ 消費者は何故 この店 を支持 しているのか?
⑥ 店舗 の演出(経 営者 の意図)は 消費者 に受 け入 れ られやす くな っているの
か?
⑦ もし,競 合の業態店が近所 に進出 してきた場合,ど のような問題が発生す る
か?
⑧ 顧客サービスや顧客の対応 はどのよ うにお こなわれているか?
⑨ この店における経営上の隠れた問題点はないか?
⑩ 今後,こ の店が拡大 して行 く上 で,ど のような経営課題が想定 されるか?
を考えなさい
問1.「 た ば こセ ンタ ー っ じ」 の 成 功 要 因(KeyFactorforSuccess)は な に か?
問2.「 コポ天満駅前店」の成功要因はなにか?
資料6「 電卓戦争」
経営 学 クイ ズ10 97.11
問VTR「 電 卓戦 争 」 を 見 て,
1)電 卓 の 研 究 開 発 の 過 程 と電 卓 メ ー カ ー(ビ ジ コ ン,キ ャ ノ ン,カ シ オ,
シ ャー プ等)の 競 争 につ いて デ ィス カ ッ シ 却 ン して み よ う。
な お,半 導 体 メ ー カ ー に は(三 菱,日 立,日 電,テ キ サ ス,フ ェ ア ー チ ャ
イ ル ド等)が あ りま す 。




問 今年 度 は視 聴覚教 育充実 の ため にめ に,い ろい ろな教材(煙 草 屋 さんの経営,
会社 とは,会 社 の仕事,リ ー ダー シ ップ,マ ーケテ ィング活 動,写 ル ンです,電
卓戦 争,ポ ー トフォ リオ,生 産 方式,日 産 自動 車f多 角化,Posシ ステムな ど)
を使 い ま した。
経 営教育 にお け る ビデオ教 材導 入 の意 義 につ いて の,自 分 の感想 ・意 見を書 き
な さい。
15分 とい う限 られ た時間 に書 か れた学生 の感想 文(誤 字 のみ訂正)の うち,20%
程を1・II部 別,学 部別(経 済,貿 易,法 律,電 気),学 年 別(4,3,2),ク ラス
別(A,B,C.etc順)に 掲載 した(ア ンダー ライ ンは筆 者が記入)。 なお,回 答者 は
以Fの よ うに1部 学 生166名,II部 学 生162名,計1部 ・H部328名 であ った。
1
経 済4年 経 済3年 経済2年 貿 易4年 貿 易3年 貿易2年 貿 易1年 合計
21人74人42人0人6人21人2人166人
II部
経済4年 経済3年 経済2年 貿易4年 貿易3年 貿易2年 貿易1年
23人30人28人29人36人11人0人
法律4年 法律3年 法律2年 電気4年 合計
0人2人2人1人162人
1(T君.経 済4B)大 学 ゐ授 業形態 は,通 常教授 が 一方的 に講 義 を行 い,生 徒 はこれ
を聞 き,ノ ー トを写 すだ けであ り1こ の よ うな形態 にお いて は・生徒 は授 業内容 につ
いて受 動 的 にな らざるを得ず,ま た授 業 内容 にっ いて も単 調 な感 じを受 け,授 業 内
容 に関心 を示 さな い ことが多 くな る。 しか し,視 聴覚教 育 を導 入す ることによ り,視
覚 的 ・聴 覚 的 に刺激 を受 け るため,授 業 に単調 さを感 じず,ま た講義 によ る論理 的
な説 明で は,感 じることのな い,実 社 会 にそ く した,理 解 を得 る ことが出来 るよ うに
感 じる。その ほか に も,視 聴覚 的に得 られ た知識 はイ ンパ ク トが強 く,理 解 しやす い
とい うメ リッ トもあ り,映 像 を見 たあ とに登 立少 テ ス トによ り,考 えを ま と竺,理 解
す るとい う作 業 を行 うので,バ ラ ンスの よい教育 システムであ る と感 じま した。 今
後 の大学 の授 業 にお いて も,こ の よ うな形式 を積極 的 に導 入 して欲 しい と感 じま し
た。
2.(A君.経 済4C)非 常 に効 率的 な教 育 方法で あ った と思 います。とい うの は"先 生
に よ る トピ ックの提 示 → ビデ オに よ る実 際 の状況 の把握 → 自分 な りに思考 す る→ 周
りの人 とデ ィス カ ッシ ョ ンす る→ 先崖 によ る解説"と い うプ ロセ スを繰 り返 し行 う
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ことに よ って,経 営学 に関す る知識 自分 で董 丞
Lる能 ヵ,コ ミュニケ ー シ 論ン能 力 な
どが・真剣 に受講 して い る うちに身 につ いた と思 うか らです
。 と同時 に見 る,聞 く,
話 す の う の要素 が授業 に 自然 に盛 り込 まれ て いる こと も理由 にあげ られ る と思 い
ます。 半年 で はあ りま したが大変 良 い勉 強 に な りま した
。
3.(U君 経済4C)経 営学 に限 らず,学 ぶ のに実際 に体 験 した方 が学 ぶ効率 が良 い
が,そ うい うわ け にはいか ないので,ド ラマ等 を 見て,そ れに関 して 自分 で考 え た
り,自 分 が その 立場 だ った ら,ど の よ うに行動 す るか な ど仮定 す るの は最 も良 い方
法で はないか と思 った。 よ り現実 に近 い方法 で あ ると思 う。 この大学 で 一番 考え る
ことが多か った講義 だ った。 個人 的 に は第1回
,第2回 の講 義 でや った企 業 の名前
(昔 の名前)や 財閥 に関す る話 し(ク イズ)が 楽 しか った。1リ ー ダー シ ップ」にっ い
て は特 に考え させ られた。
4.(Tさ ん.経 済4D)他 の講義 では板書 主体の…一方的な ものが多いなかで
,こ の講
義では ビデオによる遡 鍬 材 と・塑 ∠ 疫 蟹 処 旦 ⑳ 雄 艶 麸 堂 肇 授
業g壁 阻 を生蚤些 些 で,こ の大人数では考え られないよ うな講義であった。 中等教
育で,4～50人 の生徒を相 手に考える学習をさせ るのは難 しいとされているが,大
人数で も考えさせる授業がで きるとい うことを学んだ。 経営教育において,視 聴覚
教材を導人することは,具 体的事例研究をさせ るうえで,わ か りやすいと思 うが,知
人以外 に話す ことができない学生力3おおいなかで,包 螂 禦 螢 できない牲 が
擾る生或豊 」璽捌閲題 であ ると考え る。
」(1君 経 済4D)こ の講 義 で は普通 の授業
,た だ板書+説 明 とい うスタイル とち
が った講義 で した。それ によ って,出 席 を きっち りと しなけれ ばな らず(自 分 自身 も
ほとん ど出席 して いた。),ま た プ リン トで は質 問形式 が多 く
,さ らにAV教 材 を使
用 す る こと も,そ れ にっ いて考 え させ た り,周 囲 の人 と話 しを して,自 分 な りの考 え
をま とめな けれ ば な らず,講 義 中 は決 して ラクな時 間で はなか った と思 います
。 し
か し,い い換 えれ ば,普 段 あ まり頭 を使 った講 義 とい うもの はナイ に等 しいので
,こ
うい ったや り方 は私 自身 新鮮 で は あ りま した。 また,ビ デ オ教 材 で は結 構 リア リ
テ ィの あ る ものが多 く,た だ見 てい るだけで もっ ま らな くない もので した
。 それ に
授業中 にマイクをあて られて皆の前で意見査登 童丈 る鱗
.杢り,他 人 と自分の意
見錘 』上登養些直_蟹 麹 絞す ることもあって}そ れ もまたいい機会であったと思
います。このように,た だ,講 義で話 を聞いて,ノ ー トをとるだけではな く自らの頭
で亟 壁 述べ 登とい う機会はあまり多 くはないので,こ ういったスタイルの
意義 や重要性 は高い ものであると思 います。
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6.(S君.経 済4D)い ろいろな教材 を使 う事 には賛成 であ る。多種 多様 な企 業 の経営
や 商品 にまっわ る話 しな どは聞 いて いて あ きな い。 実話 なの だか ら,具 体性 も十分
であ る し,視 聴 覚教 育充実 を 目指 した ビデ オの方 は少 々気恥 ずか しい ものが あ った。
出演 者 の演 技が わ ざ と らしいので あ る。彼 らは素人 な のか と思 えた程だ。 しか し,こ
れ は ビデ オの方 の問題 なの で よ しと して,視 聴覚 教育 そ の もの は良 い と思 う。 ただ
ひ たす ら板書 を写 して話 しを聞 く余裕 のな い授 業 よ りは学 生 の方 も少 しは頭 を使 う
だ ろ うと思 われ る。 そ ろそ ろ 日本 の教育 もただ物事 を詰 め込 ませ,記 憶 力だ けを問
うという教育を考え直す必要があるのではないか と思 う。大体現在私 は4年 生だが,
中 ・高 ・大 学 と10年 間で何 を得 る こ とが で きた のか とい う ことに疑 問 を感 じず に
はい られ な いのであ る。
7(A君 経済4H)視 聴覚 教育 は もっと活発 に導 入 され るべ きだ と考 え る。映像 を
通 す ことで理 解が深 ま るの は もち ろんの こと}感 化 ・共感 ・一般 性 な ど多様 な影響
力 を持っ こ とにな る。講 師の報告,発 表 で は一方的 な授 業 ばか りとな り,講 師 の考 え
方,取 り組 み方,ア プ ローチの仕 方,扱 い方が常 識 とな って しまい,意 見 は硬化 され
て しま う もので あ ると考え られ る。つ ま り,多 様 な考え方 を逐次導 入 し,お 猛いに意
見 を 自分 の中で も,他 人 との問で も,争 わせ,最 終的 な決定 を 自 らがす る事 で学 習 の
意義 を高 め る効果 があ る と考え られ る。反 面,マ イ ナスの要素 もな くはな い。間延 び
とい うか,緊 張感 が希 薄 にな って しま うこと も考え られ る。他 に は,こ の大学 で は使
い こなせ な い教 授 が ほ とん どで あ り,視 聴 覚教 育 ギ ライが教 授陣 の中 に風潮 と して
残 る。 それ に使 用 す る教 授 もいるが,失 敗 し,授 業時間 の大 幅な ロ スを生 む こと も
多々 あ った。 とはい うもの のe視 聴覚 教 育 は きちん と現 実社会 を まのあ た りに させ
て いるので あ る。学 問 が机上 の空論 に終 わ らせな いた めに も,現 実感 を感 じさせ,実
用 ・実務 に結 びっ け られ る,と い う効 用 は見逃 せ ない。 あ る種 の体験授 業 でお おい
に評 価 され るべ きで あ る と考 え られ る。学 問 はあ らゆ る角 度 か らの ア プ ロー チが
あ って よいので あ り,あ るべ きで もあ る。 さ もない と,た だの詰 め込 み型 の知識 と
な って役 に立た ない ど ころか弊害 も生 むで あろ う。
8(F君.経 済4H)実 際 に講義 を受 けて みて,単 純 な感想 と して は一つ にわか りや
す か った とい うこと。 経営 学 とい う講義 の性質 か らか,専 門的 な内容 に偏 って い る
部分 が あ ったよ うに感 じたが,視 聴覚 教材 は これ らをサ ポー トし,こ れに理 解力,集
中力を よ り向上 させ た と思 う。 特 に,取 り扱 うもの に 日常 生活 で見知 って い る企 業
や製 品 の裏 の実 態 な ど も伺 い知 るこ とがで きたので,よ り一 層興味 関心 を 引 く手助
けにな ったで あ ろ う。私 自身,就 職活 動 を終え た後 とい うことか ら,基 礎 的 な企 業を
と りま く要素 につ いて,勉 強 にな った し,新 た な知識 も得 られ た とい う ことが第2
点 。 また,私 自身昨年6月 に教 育実習 を行 った際 に,視 聴覚教 材 の導 入 を積極 的 に
112商 経 論 叢 第34巻 第2号 (119)
行 ったの で大変 その点 か ら好感 が持 て た。 ビデ オの場合 には写 し放 しで は良 くな い
とい うこと も踏 まえSミ 三 述=ト を書 か せ た点 は正 しい方針 で あ った と思 います
。
私 は さ らに ビデオを じっ く り見 させ るため,内 容 とは別 に映 し出 され た もの にっ い
て・ただ書 か せ た り,一 時停止 した り しま した。色 々試 して来年 は もっ と良 い講義 に
して くだ さい。
9(H君 。経済41)こ れ までの 日本 の教育 の特徴 は,常 に聞 くこと,読 む ことによ っ
て理解 を得 させて い た と私 は思 い ます。 実際 に,私 は これ まで その よ うな教育 を受
けて きま した。 しか し,こ の授業 は聞 くこと,読 む ことの他 に,見 るとい うものを取
り入 れ,ま たお互 いに議論 させ,考 え る能力 を生徒達 にっ けさせ よ うと して い ま し
些 。この見 るとい う ことに よ って,こ んな に物事 の把握 が しや す く,役 に立っ とは正
直 い って思 いません で した。特 に 「電 卓戦 争」の ビデオを見 た時,電 卓 の歴史 を年表
で見 るだ けだ った ら,そ れ ほ ど感動 もしませ んで したが,実 際 にその歴 史を ビデオ
を見 たお かげで,こ れまで の実 際 の苦 労 を とて も リアル に感 じるこ とがで き,感 動
しま した。私 は この授業 方法 は,と て も意味 の あ る もの と思 います。
10.(0君 経済40)視 聴覚 教材 を用 いた ケー ス スタデ ィは非常 にお も しろか った
。
しか も ビデオに出演 して い る人達 の リアル さが よか った。 私 自身,あ る形 の店舗 を
持 ち たい と考 えて いたの だが,当 初 は この よ うな現実 的な,即 戦力 と して使 え るよ
うな講義 にな る とは思 って もいなか ったので,卒 業 の たあ に単位 を とろ う ぐらいに
しかa考 え ていなか ったが,実 戦 的 な講 義の い くっ か は今で は私 の フ ァイルの 中に
あ ります。視聴 覚教育 のや り方 と しては素晴 らしい と思 い ます。しか し,デ ィスカ ッ
シ ョンの仕 方 には難 が あ ったので は と思 い ます。討論 す る ド地 が で きて いな いのに
,
そ れを強制 されて も うま くい くわ けはな く,知 り合 いの い る学 生 ぐらいが討 論 し参
加 してい たので はな いで しょうか。 例 え ば,席 を毎 回決 めた り,グ ルー プに分 けた
り,と い った方法 で仲間意 識 を育て てか らでな い と会話 もで きません。 ゼ ミの よ う
にな って しま うか も しれ ません が。 トー タルで考 えれ ば,い ろいろな面 で,社 会 にで
てい く学生 全 て に通 じる教育 方法 だ と思 い ます。
ll,(1さ ん.経 済3B)日 で説 明 され るよ りか,ビ デオで説 明 され るの はとて も良 か っ
た と思 います。 口で言 われ た こ とは直 ぐ忘 れて しま うか も しれ ないけれ ど,視 覚 的
蜷 些 援茎.壁旦J象}三残 一り茎 董 。実際 に会 社が ど うい う ものか,と い うの は,殆 ど知 ら
なか ったの で,(考 え よ うと しなか ったので。),「日」だ けだ と,あ ま り深 く考 え よ う
と しなか ったか も知 れ ません。ビデ オだ と,実 際 に会社 の人 が説明 した り,現 場 を写
した り,実 に丑■zヒ感 があ り,わ か りやす か ったです。同 じ情 報で も,後 者 の方 が,
興 味深 い ものに感 じる と思 い ます。 これか らも,ど ん どん取 り入 れ て もらいた い と
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思 い ます。 「経営学 」の授業 は とて も楽 しか ったで す。 受 け身 で はな く,自 分 で思考
して い く授 業 が も っと増 え て欲 しい と切 実 に思 いま した。
12.(1君.経 済3B)大 学 に入学 して以来,ビ デオを使 って勉強 す るこ とは初 めてで と
て も新鮮 な気 持 ちで した。口だ けの講 義で は興味 も湧か な い ことも多 くあ りま した。
この経営 学 の授業 はは じめ出席 を と られ る と聞 いて いたので 出席 して い ま した。 し
か し,1ケ 月 ぐらいか らは授業 内容 に も興味 を持 ち始 め,ビ デオを使 った授 業 は理解
しやすか った よ うに思 います。 例 えば,会 社 の組 織 な一どは口 と図 だ 竺で 蛙分i塑 りづ
らい ことが沢 山 あ ります。 しか し,ビ デ オだ と目 と耳 か ら情報 が入 り,い やで も記 憶
に残 る ものです。また}先 生 は生徒 に意見 を求 め られ,私 達生徒 も積極 的 に答 え を考
え,発 言 しま した。この形態 は今後 も続 けて欲 しい と思 い ます。他 の授 業 とはち ょっ
と違 った授業 でい ろい ろな ことを感 じ学習 した と思 います。..
13(K君.経 済3B)授 業 とい う もの は基 本的 に ビデオな どの教材 を有効 に使 うこと
に よ り,よ り理 解 を深 め るとい う形 式 を とるべ きで あ ると私 は思 う。しか し・残念 な
ことに現在 の大学 の授業 で はT教 授 が ひたす ら黒板 に その 口の授業 内容 を書 き,学
生 が それ を書 き写 す とい う形式 で お こな われ てい る。私 が なぜ現在 の授 業形式 が正
しくない のか と思 うか にっ いて触 れて お くと,現 在 の形式 で は,た とえ授業 に一 度
も出な くて も,出 席者 の ノー トを借 りて,コ ピーす るこ とに よ って,そ の授業 の内容
をあ る程度 は理解 す る ことが で き,そ れ によ って,そ の学生 は単位 を取得 す る こと
がで き る。っ ま り,学 生 は授 業 に出席 しな くて も,単 位 を取得 す ることがで き ると思
い,授 業を欠席 す る学 生 が増 え る原 因 にな るか らで ある。 経 営学 の授業 に話 しを戻
す と,こ の授 業 の なかで 印象 に残 って い る ビデ オは ものす ご く狭 い店舗 スペ ースで
年 商2億 円 もか せ いで い た煙 草屋 さん の経営 戦 略 の ビデ オ と技 術 の進 歩 に よ り,
あ っ とい う間 に現在 の低 価格 まで価 格 が ド降 して しま った電卓 戦争 の ビデ オが印象
に残 ってい ます。特 に煙草 屋 の例 で は3商 売 はL夫 と販売 努力次第 で,売 上 を伸 ばす
ことが で きる とい うことが参 考 にな りま した。 最後 に,現 在 の形 式 の授業 は授業 に
ま じめ に出席す る意志 のあ る学 生 に は好 まれ ると思 うの で,続 けて い くべ きだ と思
う 。
14.(Gさ ん.経 済3B)経 営学 の よ うな 自分達 が実際"経 営"と い う もの を行 った経験
の ない授業 は実 際 にそ うい う仕事 を して い る人 な どか ら直接 あ るいは間接(VTRな
どを通 して)的 に話 を聞 けた り,図 の説 明 の入 った ボ ー ドやVTRな どを見 た り し
て,学 習 した方 が理解 しや すい と思 います。先生 が一一方 的 に説 明 を し,黒 板 に文字 を
羅 列 をす るので はな く,VTRの 教 材 の よ うに,具 体 的 な例 をあ げ た りしなが ら・
Pointを 絞 って ま とめ たパ ネルを見 て,耳 か らだけで な く,目 か ら も理解 す る ことが
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で き}学 習効率 が良 くな る と思 います。実 際 私 が この授 業 を履修 して実 感 した こと
は"時 間が す ぐに経 って しま う"と い うことで した。2限 連続 の授 業だ った に も関わ
らず・ 飽 きる ことが殆 どな くa気 がつ くと授 業 が柊 わ る時間 にな って い るとい う状
態で した。また,VTR等 の教材を使 って学習 してい くにつれて,頭 の中であいまい
で壇墓的藍2左 皇蚕迭鐙些 盟 藍化壼並て.墜 ま上 左。 だか ら,私 はこのような授業
方法を他の授業で も取 り入れ られれば良い と思 います。 特 に,経 験 や企業 との接触
が少な く具体的に頭で考えることの難 しい と思われる経営関係の授業 ・教育には特
に視覚 に訴え るよ うな方法が必要で あると思 います。 さ らに,直 接経営 にたず さ
わっているような方か ら講義を うけ,質 問できる場があれば良いと思 ったりします。
15.(Aさ ん.経 済3C)大 学 で経済 を学 んで い るとい って も,た だ講義 を聞 き流 し,黒
板 を写 すだ け とい う形態 に少 し疑問 を感 じて いたので,今 年 度 の視 聴 覚教 育教材 の
導入 は改 めて,勉 強 は"自 分 で 見て,考 え る"と い う ものだ と実感 しま した。 また,
ビデオ教 材 の内容 も,誰 もが知 って い る一流 企業か ら,「 町 の煙 草屋 さん」,「地 方 の
スーパ ー」 まで幅 広 く取 り 上げて あ ったの も経営 の 奥深 さ ・身近 さを感 じま した
。
経 営 とは,や は り社会 に出て実際会 社 な どに勤務 しない と,学 生 の私達 に は理解 し
づ らい ものです が,視 聴 覚教材 の導入 によ って,つ の会社 を運営 してい くに は何
が必 要 か,ま た消費 者 は何 を求 めて い るかを知 るこ との 璽要 さ も感 じま した。特 に,
「写 ル ンです」 や 「電 卓戦争 」の授業 で感 じたのですが,商 品 の歴 史を知 る こ とも,
経営 を学 ぶ上 で必要 不 可欠で あ るの で,視 聴覚教材 は有効 だ と思 い ます。ただ,今 年
度 の授 業 で… っ 不便 に感 じた ことは,ビ デオを見 る時,全 部暗 幕 をお ろ して しま う
玄L蔓 ヱ 蓋Q内 餐 生 乙重丈亙 ζきL量 ゴ坐坐 ので,所 々あけて お くな どす る と良 い と
,思い ま した。
16.(K君.経 済3C)教 材 の半分以上 の ものが,各 企業 の研 修用 の テ ープを,先 生 が譲
り受 けた もの だ と思 うが,講 義 で使 うとい うことは,授 業 内容 が いか に実戦 的 でx現
実 的で あ るか を感 じられ るので良 い と思 う。 特 に,授 業 中 に先 生 がお っ しゃ って た
よ うに・知識を盆 壷ざ堕 蚤ヱTRで!麩 ⊥
一乞二i監ろ一を∵fゴ で問題 を読 み取 り,分 析
1L.至 劃 ⊆対一Lて一墜 越IL処i理 .昼蓋 堂立 盗璽か壷萱墨 壁堂至VTRで あった。自分で
状況 を分析 し,問 題 を提起 し,処 理 を し,そ の一連 の作 業 を検 討 し,状 況 を改善 して
い く能 力が社会 人 にな れば必 要 だ と思 う。 思 考力 を育て る上 で,大 変 この教材 は役
に立 った と思 う。特 に 「煙 草屋 さんの経営 」,「リー ダー シ ップ」,「 写 ル ンです」,「電
卓戦 争」,「企業 の多角化」な どの教 材 はあ る状況 に対 し,ど ん な着 眼点 でみ るのか と
とて も参 考 にな った し,見 て いて大変 面 白 く,と て も印象 に残 った。
17.(Sさ ん.経 済3C)ビ デ オを見 ると,た だの講 義 よ り印象 的 で した。視 覚 と聴覚 が
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追加 され るだ けで,こ んな に ビデオの内容 を覚 えて いるのに び っり して います。 黒
板 につ らつ ら書 くだ けの講義 よ りメ リハ リが あ って 楽 しか った です。 ビデオ内容 も
ち ょうどわか りやす くで きて た と思 います。視聴 覚教 育導入 の意義 はあ る と思 い ま
す。 ビデオを見 た後 の デ ィスカ ッシ ョンがす ご く楽 しく,や りやす か ったの も印象
に残 って い ます。 多分,講 義 を聞 いて い るだ けの授 業 だ と話 し合 いが しに くか った
と思 いますの で。 大学 の講義 で これ ほ ど参加 型 とい塾,積 極 的 に授業 に取 り組 め
た のは他 にないです。 こうい う授 業 を他 の教授 もして くれ た ら,い いの に と思 いま
す。ただ,映 写 中 にで て くる図 な どを メモ して お きたか ったの ですが,壁.仁 ⊆良 く書
けず,終 了後,中 途 半端 な図 しか残 らなか ったた こ とが あ ったので,(先 生が解説 し
て くれたの もあ りま したが。)黒 板 に もっと書 いて欲 しか ったです。来年 も後期 に こ
うい う授 業 が あれ ば,就 職活 動終r後 に履修 して みたい と思 い ます。
18.(N君 。経 済3C)先 生 の経 営 学 の授 業 が私 が この大 学 に入 って初 め て面 白 い と
思 った。(ほ ん とにおせ じとか,い い点 を も らお うと して いるの じゃな くて。)理 由は
もち ろん授業 の内容 にあ るの だが,先 生 の気持 ちや考え が よ くわ か り,と て も充実
した授業 を受 け るこ とが 出来 た。 ス ク リー ン ビデ オや デ ィスカ ッシ ョンも2時 間連
続 とい う ことで,初 め は少 し疲 れ るん じゃな いか と考 えて いた私 の思 い を見事 に く
っが え し,と て も楽 しか った。 見 た ビデ オの中 で一 番 印象 に残 って い るの は 「リー
ダー シ ップ」 だ。 自分 は これ まで麹.ラ スでL」 二 翌二 にな ったLと があ る魁
これ を見て,自 分 の いけて た ところ とい けて な い とこう塑 星≦一む塑」2些。そ して・こ
れ は これか らも役 立 っ と思 う。「写 ル ンです」や 「電 卓」の話 しもとて も面白か った。
普段 な にげ な く使 って い る これ らの歴史 を見 る ことがで き,あ れ以来 商品 を見 るた
び,そ の過程 を思 い出す。 最後 に先生 み た いな人 ば っか りが大学 の先生 な ら学 校 も
もっと楽 しくな るだ ろ うと思 う。..(略).
19.(S君.経 済3D)経 営学 は 「学者 の理論 の検証 」と 「実際 の ケー スス タデ ィ」の二
っ の側面 か らと らえ る ことが出来 よ う。 先生 の講 義の よ うにケ ー ス ・ス タデ ィの学
習 の場合,ビ デオな ど視聴覚 教材 は大変 効 果的だ と考え ます。なぜ な ら,い くら話 し
を して も実際 の構 造 を見 出す こ とがで きな いか らです。 そ の点,現 在 の 日本 で活躍
す る企 業 の担 当者 の話 しを交 えて,そ うな るまで の過 程 を視 覚 とい う人間 の一番残
る感覚 に訴 え ることは とて も有 効で す。 また,そ の互塗'オ を見て整 わ る璽.は な くL
どう してそ うな ったのか を考 え,ま た自分 自身至 ∴gg璽堅 り型 一.business"奎 返 型 ∠⊆
再 るなど,答 えの一っでない講義 は理屈 ばか りの講義の多い大学において はとても
新鮮 で楽 しめ ま した(た しか に理屈,理 論 も大 切で あ り,こ れ を理解 す ることによ
り,さ らに深 い考 えがで きるので すが。)。自分 自身で何 かを考 え,仮 定 して い くとい
うこ との機会 が あ ま りな いが,こ の講義 で得 た経 験 を今 年 の就 職活動 でな ん らか の
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形 で発揮で きればと思 います。
20・(1君 ・経済3G)ビ デ オを利用 した り・辺並 ～t避 空 き董 な どのサ ンプル を
持 って きて見せ た り して・ 結構 わ か りや すか った。 ビデ オを 見るだ けでは知識 と し
て植 えつ け られ な いよ うな気 が しますが,そ の後,ビ デオの感想 を周 りの人 と意 見
交 換す るこ とに よ って}自 ら教材 に関 して考 え るの は良 い ことだ と思 い ま した
。 ど
の教 材 か は覚 えて いな いけ ど,就 職 活動 に も応用 で きるよ うな教科 が あ った りr経
営 とは どの よ うな もの な のかが教材 を通 して理解 で きた と思 う。 自分 自身 が興 味 を
持 って いたか らか も しれ ないが,喫 茶店 を開業 す るな らとか シ ミュ レ_シ ョン して
』⊥宝のが とて も面 白か ったです。 な にか ひ とっ の ゲー ムをや ってい るみた いで,理
解 しやすか ったです。 シ ミュ レー シ 坦 ン的 な授 業が増 え て いけば生徒 に と ってわ か
りやす くて いい と思 い ます。
21.(Nさ ん.経 済3G)実 際 に ビデオを見 るこ とは良 か った と感 じる
。 実在 す る会社
が どの よ うに成 長 して きたのか?ど の よ うな戦略 を と ったのか?な どは話 しだ
けよ りも印象が深 くな ると思 う。また,会 社 の人達 の仕事 ぶ り
x職 場 の雰囲気 な ども
伝 わ って きて,こ れか ら就 職(就 社)の ことが あ る私 は,そ うい う点 も見れ て プ ラス
に な った。しか し,言 葉 の説明 や会社 の仕組 みの説明 の時
,大 事 だな と思 って見て い
るつ もりで も,ビ デオを見終 わ って い ると忘 れ て いる時 もあ る
。 メ モ しよ うと努 力
す るが,周 りは真 っ暗 の ため うま くいかなか った。 で も,こ の授 業 は ビデ オを見終
わ った後 に,先 生 が もう一度説 明 して下 さ った り,付 け足 して くだ さ った ことが あ
りま した のであ りが た く思 いま した。 また,あ らか じめ プ リン トを配 って くだ さ っ
た ために見 るポ イ ン トも出来 た し,後 で ま とめ る こと も出来 た
。以土 か ら,ビ デ オを
見 るに も見せ方 に よ って身 に付 き方 も変 わ って くるの だ と思 う
。見て その ままで は,
や は り"ビ デオを見 た"と い う印象 で終 わ る人 もい ると思 う
。また,見 る人 も,ポ イ
ン トがわか らな ければ,っ ま らな い(!)と 感 じる人 もい るだ ろ う。経営 学で見 た ビ
デ オは見た印象 も残 る し,プ リン トを見 れ ば内容 も思 い浮 か んで くるであ ろ う
。 こ
のよ うな方法で あれ ば,視 聴覚 教育 もどん どん進 め るべ きで あ ろ う
。
22・(F君 ・経 済3J)視 聴 覚教材 を使 い なが らの授業 です と
,教 室外 の 出来事 と して の
経 営学 がわか る。 要す るに実際社会 の流 れ と して と らえ る ことが 出来 ると思 う
。 ま
た,そ の後 の レクチ ャーが伴 う ことによ って影像 で見落 と した り
,も う一度 聞 きた
い と思 った り した店 にっ いて再度 確認 で き る し
,定 着率 もよ り高 くな る。 次 に視聴
覚教材 はそれ を販 売 してい る企 業 が あ るので}そ うな って くると市 場原 理 に よ り商
品 と して の教 材 の質 の 向上 に向 けて各 企 業 が競 争 を行 うので 消 費者 で あ る我 々 に
とっては・ 質 の良 い もの を見れ る し,も っと言 うな ら競争 が行 わ れ ない大学 の教 員
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や他の教 員 よ り もず っと効率 的で あ るか も しれ ない。 問題 点 と して は,教 室 を暗 く
す るので,メ モを と りなが ら見 た いのにそれ がで きなか った事 と,も う少 し見 た い
な と思 って も終 わ らされ て しま うこ と位 で さ ほだ不 都 合 な事 はな か った と思 い ま
す。まとめ ると,視 聴覚 教育 と言 って も要 は教材 で あ るこ とに は変 わ らないので,講
義 の 中の一部分 で しかな い と思 う。 そ の授 業 で使 うご ■ と±璽 …で話 す 内容 他
の色 々な教材(食 品 のサ∠ 塾 ヒ,etc;)な 蔓ζ_麩 〕窒2左 時 に は・ す ごく良 い物 にな
る と思 う し,効 果 も絶 大 なので はな いか と思 い ます。ビデ オをただ流 し,そ れ で授 業
終 わ りとな って しまわな いよ うに気 をつ け る必 要が あ ると思 い ます。
23.(Nさ ん.経 済3K)経 営 教育 の教材 と して,言 葉 で遡 を受 け麩 藍旦 で は,具 体 的
な実 感 が伴 わ ない。例 えば,煙 草屋 さん の経 営 の成 功要 因の… つ は,狭 い店 内にお け
るデ ィスプ レイの1_夫 が あげ られ たが,単 に"デ ィスプ レイを工 夫す る"と 言わ れて
も今一 っ ピ ンと こな い。 学 問的 な経 営学習 よ り も,実 際 に どうい った経 営 を してい
るのか を目で見 て,分 か りやす く学 習で きた。 また,「 会社 豆2仕事⊥ 茎 ど少上 は知 っ
てい るよ うで,基 本 的な仕組 みが あ ま堕 ゑ塑 些…なか っ仁が・ ビデ オを見 る ことによ
り(例 え ば,一 回就職 活動 を したが,希 望 の会 社 に入 社 で きず,そ の会社 にアルバ イ
トと して入 る話 しな ど),こ ん な に色 々な役 割 が あ るの か と改 めて実感 で きた。 ま
た,印 象 に残 った ビデオで は,部Fと の コ ミュニケ ー シ ョンに悩 む若 い上司 の話 し
な どが あ る。自分 た ちは学 生で あ り,ア ルバ イ トを して いる人 は多 いだ ろ うが,社 会
にでて働 いてい るわ けで はない。 その社 会 ・会社 の認識 の乏 しさを,ビ デオで学習
で き,ま た ビデオを見 る前 と後 での ア ンケー トな ど,と って も興 味深 か った。 ア ン
ケー トで も ビデオを見 た後 に,前 の もの と結 果 が変 わ り,面 白い ものだ と思 った。私
の学 習能 力 が及 ばな いせ いか,他 の～論 とい った授 業 はお も しろみや実 感 とい うよ
うな もの が感 じ られ な いが,経 営学 は実 戦 的で お も しろ く授 業 を受 け る ことがで き
た。
24.(W君.経 済3K)大 学 の講義 に出席 して,先 生 に よ りますが,要 点 だ け,チ ョコっ
と板書 してお わ りとい うことを良 く経験 します。 先生 の話 す言 葉 だ けで はい く ら興
味 の あ る講 義 で も理 解 しきれ る もので はあ りませ ん。 で もyこ の よ うに ビデ オで
色 々な会社 の レポ ー トや シス テムな どを見 せて も らえ ると・ よ り リアルな想像 を し
なが ら講 義 を受 け る ことが 出来 ます。書 いただ けで はわか らな いよ うな難.L～ ・経営
用語で もこれなら視覚 と聴覚で ズバ2生 塑 に1塾△り一まL些 ρ 私には大変 よ く理解で
き る講 義で あ り,こ の よ うな講義 に賛成 です。
25.(K君.経 済3L)積 極 的 に視 聴覚教 材 を使 い,ま たそ の後学生 に答 えで な く,考
え ・意 見を発言 させ るこ とで,180分 間興 味 を持 って授 業 に参加 で きる形 で あ り,私
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は楽 しく学べた・ 多 くの授業が先生が勝 手に喋 り続 けるものであるのに対 し
,学 生
些壁 遂せ るとい うスタイルの授業 はとて 憶 義があり,学 生 に対 して誠実で泰
と考える・ 学生が話 しを聞かないと・ 一方的に責任を学生側に押 しっける先生が多
いが,90分 間ひたす ら型 にはまった自己完結型の授業を行 う場合が多 く
,思 考させ
ることな く進む授業 は苦痛で しかない。確かに学生側の意識の低 さも否定 できない
が・ 先生の授業のように学生に思考 させ る為 に覗 聴覚教材を導入することは大変
意義があると考えます。
26.(K君.経 済3M)私 は ビデ オ教材 のほ とん どを見 せて頂 きま したが
,黒 板 に書 く
方法 と比 較 して・ 大変 鹸 の あ る もので あ ったと思 います
.多 くの ものが蝶 の活
動 とPRに っ いての ビデオで あ った ため,直 接 的 に経営 学 を理解 で き る もので はな
か った と思 います・ しか し・ ㈱ こ企業 の ビデ オで は)自 分 で先生 の話 しと
,ビ デオ
の 内容か ら各社 の企業 活動 の成 功点 や問 題点 を言わ れ るま まに ノー トに模写 す るの
で はな く・ 自分 自身で思 考 してみ るい う意 欲 が少 なか らず生 まれ た とい う事 は大 き
か った と思 いま した。 教 材 を使 用 す る ことによ って
,自 分が授 業 に参 加 で きる とい
うこ とは,他 の経 済 の 授 業 と この授 業 を大 き く分 け る」 もの で あ る と思 い ます
。「
リー ダー シ ップ」・「エ リア ・ポー トフ ォ リオ抑 ビデ オな ど は
,私 達 が これ カaら社
会 に出 るにあた って,大 いに参考 にな り,「 リーダー シップ」の方 は,会 社 内 にお け
る対 人関係 の重 要 さにっ いて身 をっ ま され る思 いで拝 見 しま した
。 私 が受 講 した な
かで も か な り塵幽 雌 で あ ったので
,戸 惑 い もあ りま した。発言 な ど
を含 めて・私達 が授 業 に参塑 る意欲 が聖 螢
.丞 鍵 φ ユた の は 日本人気 質 の
せ いだ と思 います。この授 業 は もう少 し小人数 で
,か っ私 達 の意識改 革 があれ ば,よ
りよい ものに な った と思 い ます。
27・(T君 ・経済3M)こ の授業 によ って
,今 年 就職 活動 をす る私 に とって,ど ん な企
業 を選 ん だ らよ いのか とい うことに大変 役 に立 った.特 に 庵 轍 争持 の蝶 戦略
の違 いの話 しは大 変興 味 をそそ られ た
。また,私 はサ ー クルで 部長 と して,サ ー クル
の運 営,後 輩 の指導 に あた って きま したが
,「 リー ダー シ ップ」,「会 社 の仕 事」 の授
業 を通 して}自 分 が サ ー クル運 営 の仕方 に どの よ うな問題 があ った のかが は
っき り
とわか り,サ ー クル にお ける 自分 の役割 ・立場 を再認識 す る ことが で きた
。だがr出
来 れば部長 にな って しま う前に,こ の よ うな授業 を体験 したか った
。 経営 学 にお け
る視聴 覚教 育の導入 は,以 上 の よ うに私 にと って大変 意義 のあ る もの だ
った。 ただ,
授 業 中のヵ _盈 空芝 シ ョ ン㊤時 間 は周 りの人 とあ ま り積 極 的 に話 が 出来 なか った こ
とが心残 りだ。 今 までそ の よ うな授 業が なか ったため
,自 分 も含 め生徒 の方 で戸惑
いがあ った と思 われ る。 もっと小人 数の授 業 であれ ば
,こ の点 も改善 出来 たので は
と思 う。 私 はサ ー クル の後 輩 に この授 業 をすす めて い るので
,出 来 れば来年 もこの
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よ うな形 で お こな って欲 しい。
28.(0君 経済30)実 際 授業 で プ リン トな ど配布 されて も経 験 した こ とのな い こ
とな ので は っき り言 って理解 す るのが難 しい。 ほ とん どの授業 はそれ にあた ると思
う。 しか も最 初 に プ リン トを配 布 し,そ の後 は教授 の説 明 がひ たす ら続 く。 これだ
と,学 生 か ら して みれば,っ ま らない授 業,プ リン トさえ あれば なん とか な る,と い
う考 え方 にな って しまい,学 生 の存在 が うす れて しま う。自分 はは っきり言 って,こ
の視聴覚 教育 は必要 だ と思 う し,理 解 し易 くな ると思 う。 専門用語 や理 解 しに くい
用語 も実際 の例 や ドラマの中で 出て くる と,見 て,聞 いて,考 え ると集 中 し,フ ルに
頭 を使 い,理 解 し易 くな る。 また,ビ デオを見 た後 に,ク イズ ・小 テス トを行 い,実
際 に活用 す る ことによ り,学 習 した とい う充 実感 を持 て る。 ただ,誰 しも人 間 なの
で,ビ デオを見 た後,板 書 して もらえれば,な お頭 に入 る と思 う。 ノー トに残 れ ば,
簡 単 に復 習 で きる し,確 認 もで き る。 せ っか くビデオを見 て学習 した ことを先生 の
言葉 で残 したか った。
29.(H君.経 済30)経 営学 におけ る視聴覚 教育導 入 は経営 学 を理解す る うえで一△、
一人 に理解 させ るだ けでな く,グ ループで意見 を交 わ し,一相互 理解 を深 め る為 にあ
ると思 い ます。 この授 業 は2限 連 続 とい う形 にな って いますが,そ の ほ うが視聴覚
教材 を導 入 しやす い し,勉 強 に集中 で きる良 い形 だ と思 います。 視聴 覚教材 を沢 山
使用 す るこ とに よ り,様 々なパ ター ンを考 え る ことが出来 ると同時 に,経 営 にお け
る共通項 な どが見 えて きた気 が します。VTRで 擬似体 験 立 る 三堂 で,今 後 の各 々の
すべ き ことが 自然 に理 解 で き,い ざあ る状況 に直面 した時 に対応 す る こ とがで きる
と思 い ます。 そ うい う点 か らも経 営学 に おけ る ビデオ教 材利 用 は とて も重要 な こと
だ と思、います。
30.(Yさ ん.経 済2A)ビ デ オ放映 中寝 てい る人 が多か った。授 業 を受 け る側 か ら見
て,こ の様 な方法 は分 か りやす く,楽 で あ るが,怠 けやす い。自分 で考 え る力 を養 う
以 前 に,自 分 で考 え よ うとす る習慣 が身 について いな い,あ るい は大学 に入 ってか
らその様 な事 を しな くな った とい う学生 が多 いので はな いだ ろ うか。=度 に これ基
ど多 くの人 間が同 じ事 を学 ぶ には,相 当な工夫 を しないか ぎ り,自 分 で積極 的 に学
ぶ なんてで きないです。で も,ビ デ オは よい資料 で,わ か りやす い と思 い ます。そ れ
を プ リン トにま とめ るの も,知 識 を定 着 させ るのに は良 い方法です。他 に,話 し合 い
とい うことも して いま したがaこ の大人 数で は難 しか った よ うです。 友人 同士で し
か話 し合 わな い。 これ は もったい ない ことだ と思 います。 他人 と会話 して い る うち
に色 々な考 え も出て くる し,人 の話 しもち ゃん と聞 いて い る,思 考 力を育 て るに は
い い方 法 だ と思 うので すが,そ うい う事 す らうま く出来 な い人 間 に育 って しま った
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のなら仕方がないです。視聴覚教育にはまだ様々な方法 と可能性があると思 うので,
興味が持て るよ うになればいいと思 います。
31.(Kさ ん.経 済2A)「 煙草屋 さんの経営 」は興味深 く見 る ことがで きた。細 か な内
容 は忘 れて しま ったけれ ど もt朝 の慌 ただ しい時間,い か にはや く商 品 を探 せ るか,
これ は銘 柄 と場 所 を完全 に覚 えて お くことに よ って スム ーズに な って いた
。 また,
常連 の客 には顔 を見 ただ けで提供 す る こ とが で きる とい う心配 りに も驚 いた。他 に
は 「リーダー シ ップ」は上 司 のあ り方 を学 ぶ ことが 出来 た。仕 事 とは ワ ンマ ンで達 成
され る もので はな く,チ ー ムワー クが な によ りも必 要 で,時 に は部下 の意 見を取 り
入れ るボ トム ア ップ も重要 であ る。また,そ の場,状 況 に応 じた適 切 な指示 も忘 れて
はな らな い。 これ らの教訓 を悪 い例 を取 り上 げなが ら丁 視聴 者 に示 してい た。 心 に
残 って いる ビデ オは この 二つ だが,他 に も授業 の た びに ビデオを見 てい た。 先生 が
遜 明 を行 いなが 窪_そ れ に坐 った ビデオを見 るこ とはよ り理 解度 が増 し,よ り興味
蚤董2⊆ 一とができ至 。視聴覚教育 の導入は有意義であると思 う。
32.(Tさ ん.経 済2C)私 は視聴 覚教 育導入 は良 い ことだ と思 い ます。や っぱ り物事 と
い うの は聞 くだ けで は完全 に理解 しず らい と思 います。 聞 くだ けだ と,頭 に自分 勝
手 な創造 を して しまい,実 際 と違 う様 に考 えて しま うか もしれ ませ ん。 「百 聞 は一見
些上 かず 」 とい う諺 もあ る くらいな ので,実 際 に 自分 の 目で 見 る とい う事 は心 の中
に も残 る し,思 い出 しやす い と思 い ます。 しか もf経 営 な どは未知 の世 界 に感 じて し
ま うので,す こ しで も理解 しや す い環境 が必要 だ と思 い ます、,私 の場 合 は,話 を聞
き,プ リン トを見 ていて も,い まいち よ く分 か らなか った ものが,VTRを 見 る こと
に よ り興 味が もて ま した。 「写 ル ンです」 な どの歴 史 とい うか,初 期型 な どは見 た こ
と も勿論 なか った し,進 化 の過程 も見 れて,す ご く良 か った と思 って います。 け ど,
壁 くな って しま った事 もあ ります。VTRは 見 る人 にす こ しで も分 か りやす くす るた
め,人 の話 しや映 像や文字 を使 い,構 成 します。その ため,人 の話 が長か った りす る
と,つ い こっ くり して しま った のです。文字 ばか り同 じ事 を繰 り返 してい うの も,苦
手で した。 これば っか りは仕方 な い気 もしま した。他 の授業 で,VTRを 使用 して い
る所 は,私 の とって い る授業 で は一 っ あ るか ないか位 で した。や っぱ り,学 生 の興 味
を引 き出せ て いい と思 います。
33。(Wさ ん.経 済2F)経 営学 の授業 は他 の授業 と比 べ て,流 通 や マー ケテ ィ ングな
どの図 がた くさんで て くる。 また,実 際 に社会 で行 われ て いる活 動 にっ いて扱 って
い るので,た だ黒板 に書 いて説 明 され た り,プ リン トを見 た りす るよ り も映像 で見
た方が,理 解 しやすい と思 う。特 に,授 業 の初 めの頃 や っていた 「会社 の あ り方」や
「リー ダー シ ップ」な ど,文 章で読ん だ だけで はな にかあ ま り ピンと くるこ とはない
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が,ビ デオで ドラマ風 で見 る と,そ の会社 や リー ダーの問題点 が見 えて くる。 また,
普通 の講 義 の よ うに先 生 が黒板 に書 いて説 明す るだけで は聞 き流 して しま うこ とが
度 々あ るが,ビ デオで見 ると集 中 して見 る ことが 出来 る し,ま た メモを取 りなが ら
見 てい る為 見た あ とに内容 が きちん と把握 で きて い る し,そ の後,何 人 かが議論 す
る ことによ り,積 極 的 に授業 に参加 して いる とい う満足感 が得 られ る。また,実 際 に
社 会 に出回 って い る商 品 を扱 った り したため,興 味が もてて大変良 か った。「写 ル ン
で す」 や 「電卓 」 の例 な ど,そ れ らの商 品が ヒ ッ トす るまで の戦略 や苦労 な どが伝
わ って きて面 白か った。 さ らに,口 頭 で は説明 しきれな い部分 も ビデオで伝 わ って
くるの で良 い と思 う。
34.(Sさ ん.経 済2F)視 聴 覚教育 の導入 によ って,た だ単 に話 を聞 いてい るよ りも分
か りやすか った。「煙 草屋 さん」 とか 「靴下屋 さん」 とか,映 像 で見 る ことによ って,
店 の雰 囲気 もわか った し,そ れ らを見て ど うい うことが成功 した要因 なの か,自 分
で考 え る ことがで きて良 か った。また,会 社 の 「リー ダー シップ」 とかの ケー スス タ
デ ィも,悪 い点 とか,自 分 で考 え ることが 出来 て,思 考 力が少 し身 にっ いた と思 う。
「写 ル ンです」 とか,実 際 自分 が使 った こ とのあ る商品 を使 うことによ って,興 味 も
わ くし,集 中 して ち ゃん と見 る ことが 出来 た。 話 しを聞 いて い るだ けの講 義 だ とっ
ま らない し,後 に何 も残 らない けど,こ の よ うに教材 を使 うと,ど の よ うな こ とを学
んだ のか覚 えて い るので勉 強 した とい う気 持 ちが大 きい。また,3～4人 で意 見 を交
換 した りす ること もなか ったので,い い経験 を した と思 う。 で も,「 電 卓」 の ビデ オ
は難 しい専 門用語 が一杯 出て きて,良 くわか らなか った。
35.(Mさ ん.経 済21)経 営学 の授業 を 半年受 けてみて,ビ デオを見 た授業 が多 か った
様 に思 い ます。 ビデ オの内容 とい うのは実際 に会社 が どん な経営 方針 で行 ってい る
のかを 自分 の 目で見 て理 解す る ことがで きるので,口 だけで説明 され るよ り も,分
か りや すか った と思 い ます。特 に煙草屋 さんの ビデオが一番分 か りやす か った様 に
思 います。また,今 まで経営 とは,そ の会社 の業績 だ とか,売 上 を管 理す るとか そ う
い う観念 しか頭 にあ りません で したが,会 社 内 で の部 下と上 司 の人 間関係 も経 営 自
体 に大 き く関 わ ってい る ことを知 りま した。 ビデオで学 習 した ことで,自 分 の意 見
も比較 的書 きやす か った と思 い ます。 ただ,ビ デオを見 る ときに教室 を暗 くされて
しま うた め,メ モ を取 るのが困難 で した。半年 の授業 を通 して,経 営 とはいろい ろな
要素 を含 んで成 り立 って い る ものだ と実感 しま した。将来 自分 が経 営者 の立場 にな
るか ど うか はわか りません が,就 職 してか らも人 間関係 は関 わ って くる問題 なので
学 んだ事 が活 かせ れ ば良 い と思 います。
36.(Yさ ん.経 済21)ビ デ オを見 る方が分 か りやすか った。 板書 す るだ けの授業 だ
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と,た だ書 くだ けで何 も覚 え ない。それか ら,良 く喋 り続 け る先生 が い るけ ど,そ れ
もダメだ と思 う。 暖 か い教室 は先生 の声 が 子守歌 に変 わ って しま う。 話 の途 中 に ビ
デ オを見 る と,「 何 をや るのか な?」 と見 てみ よ うと思 って しまう。 しか も事前 に プ
リン トで,そ の ビデ オ の内容 が少 しだ けわか り気 に な る。 問 の答 え なん か も気 に
な って しま う。自分で考 え なが ら,メ モを とった り して ビデ オを見て たか ら,今 で も
結構 覚 えて い る。「会社の仕組 み」 なんて全然 分か らなか った け ど,ビ デオ に よって
目で 見 る ことがで きて,た だ 菖葉 で覚 え るよ りも分 か りやす い。 とい うか覚 えて い
る,と い った方 が いいか もしれない。今で は,「 す ぐにで も自分 で お店 を経営 で きる
か も しれな い!!」なんて とて もす ごい ことを少 々考 え ち ゃった りして ます。4経 営"と
聞 くと距離 を お きたか った存在 で したが,今 で は少 し近 くな った ような気 が します。
37.(W君.経 済2J)た だ単 に,黒 板 に書 く授業 で は頭 に入 らないがaビ デオで見 た こ
とは頭 に残 って い る。だ か ら,そ の意 味で も視 聴覚 的 な もの は必 要 であ る と思 う。ま
た,自 分で経営 戦略 を考 えた りす る時,な かなか思 うよ うに頭 に うか ば ないが,や り
が いが あ る。積 極的 な意見 も持 てて,実 際 に社 会人 に な った気分 に もなれ る し,能 動
的 な授業 は とて も大 切 で あ る。 自分 が考 え た意 見 とは全 く違 う意見 を持 って い る友
達 もいて,と て も参考 にな った。
38(0霜.経 済20)自 分 は この授業 を受 ける まで経営 に関 す る知識 は全 くあ りませ
んで した。 しか し,授 業 を受 けて企業 を経営す るに は様 々な 事が必要 であ る と感 じ
ま した。例 えば,マ ー ケテ ィ ングで あれば,広 告,営 業,販 売,宣 伝 とい う大 きな柱
が あ り,営 業 の大切 さ,新 製品 の開発,新 商品 の育 成 ニ ー ズに応 え た他 社 にな い物 の
開 発 な どが あ り,販 売 で は流通 政策,既 存 チ ャネル の選別,意 欲店 の再編,取 引制 度
の改 革な どを学 びま した。 この よ うな企 業 を経 営 して い く上 で の基 本的 な事 だ けで
は な く,人 間 関係 が企 業 を経 営す る も しくは企 業 で働 くうえで とて も重要 だ とい う
ことを知 りま した。上記 の ことを学 ぶ上 で,こ の授 業 で は 主に映像 を使 い ま した。映
像 を 見 るこ とは先生 の話 しを聞 いた り,ノ ー トを書 いた り,プ リン トを見 る ことに
よ り,楽 し くわ か りやす く学 ぶ第一 の方法 だ と思 い ます。そ して 自分 で,自 分 の会 社
を作 る とい う作業 が何度 か あ りま した。 今 まで,自 分 は 自分 が会 社 を創 るとい うこ
とを考 え た こと もなか ったので苦労 しま したが,い ざ考 えてみ ると とて も楽 し く興
味 を もっ ことが 出来 ま した。 全体 的 に見て,こ の授 業 は普通 の授 業 とは少 し違 った
所 があ り,楽 し く授 業 を受 け ることがで きま した。
39.(Mさ ん.貿 易3A)1・2限 連続 の授業 の 中で,一 方的 に講 義 を聞 く授 業 でな く,
自分 で見 て,考 え る授業 の形式 は自分 自身 のや る気 に も自然 につなが って くる。 そ
の よ うな中 での視聴覚 教 育を取 り入 れは,良 い気分転 換 に もな り,実 際 に映像 を見
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る ことで理解 した こ とも多 々あ る。"経 営学"と い う授業 の中 で,実 際 の会社で の仕
事,経 営,マ ーケ テ ィ ングを見て,「 これが,今 後卒 業 して企業 に入 ってや る仕事 な
のか」と実感 で き,講 義 のなか で はあま り取 り上 げない 「リー ダー シップ」に関 して
な どの具体 的 な心 理描 写 は視聴 覚教育 な らで はの もの であ ろ う。 特 に印象 に残 って
いるの は 「リー ダー シ ップ」の ビデオだが,面 白か ったの は 「写 ル ンです」の ビデ オ
だ。私 はカメ ラが とて も好 きで,使 い捨 て カメ ラも もちろん く愛 用 して い る。特 に時
代 に よ って移 り変 わ って い った表面 の デザ イ ンや値段 の変 化,技 術 の進歩 によ って,
コス トが安 価 にな って い った こ とな ど,… 般 消費者 と して,大 まかな ことは・見て い
て もS実 際変化 した裏 側(製 作段 階 や企 画時 の場 面 な ど)を 見 れ たか らだ。経 営学 を
わか りやす く学 ぶ ため に は,こ の視聴覚 教育 は今後 も行 って行 くと良 い と思 う。
40.(Tさ ん,貿 易2A)私 は視聴覚 教 育導 入 は良 い と思 い ます。他 の授業 は教授 の説
明 と板書 を ひたす ら聞 き,そ して写 し取 ることで精一 杯で す。で も,こ の授業 で は板
書 はほ とん どな く,映 像 を見 て,そ こか ら問題 が 出 され るので はな く,自 分 で常 に問
題意識 を持 ち,臼 分 な りの意 見 を持 ってい ない とっ いて いけな い授 業 だ った と思 い
ます。教 材 は身近 な企 業,商 品を物語形 式 に され てお り,毎 回楽 し く見て い ま した。
しか し,そ の 中で も途 中で でて くる図や,良 い点 ・悪 い点 な どの質問 はとて も印象
的 に頭 に残 りま した。「目で見 て,耳 で聞 く。」映像 は とて もいい と思 います。他 の授
業で は板書 をす る時 間 に頭 を使 って考 え る とい うこの講義 の形 式 はこれか らも続 け
て くだ さい。私 は将来,店 を持 ちたい と考 えて います。この授 業 を き っか けに とて も
経営学 に興 味が わ きま した。 この授業 で は主 に企業 の ことを学 び ま したが,私 が も
う一 度見 た い と思 うVTRは あの始 めの煙 草屋 さん のVTRで す。立地条 件,デ ィス
プ レイな どを もう一度 新 たな問題 意識 を持 って見 た いで す。 とで もい い授業 だ った
と思 い ます。 これ か らもこの方針 でぜ ひや って い って ほ しいです。
41.(Nさ ん.貿 易2A)他 の経済 学部 の授 業 で は全 くとい って良 い ほど視聴 覚教材 を
使 わ ないで,教 師 の一 方 的 な授業 が ほ とん どで ある。 しか し,こ の授 業 はケー ススタ
デ ィで その一 っ一 っ に お いて,ビ デ オな どを使 って,自 分 の意 見 ・考 え を持 っ と
い った もの で,授 業 と して は分 か りやす か った し,お も しろ く講義 を受 け るこ とが
で きた。 初 めの うち は 自分 で考 え る とい うことが大変難 し く,う ま く自分 の意見 を
ま とめ ることがで きなか ったが,講 義 を受 け続 け ることによ って 自分 の思考 力,意
見 を ま とめ る能力 を養 え た と思 う。 また,こ の授業 で は教 師 の一 方的 な授 業 とい っ
た形で な く,教 師 と学 生 の両方 か らの授業 とい った感 じで,大 変 良 か った。ビデ オを
見た後 に,教 師が学生 に質 問す ることで,自 分以 外 の人の意 見 ・考 えを聞 くことが
で きた し,そ れ を聞 くことや デ ィスカ ッシ ョンを行 うことで,自 分 だ けで は考え ら
れなか った こと も見 えて きて大変 良 か った。 この よ うに,た だ単 に教 師 が一 方的 に
124商 経 論 叢 第34巻 第2号
0107)
講義 をす る授 業 よ りもいろんな教材,そ して,い ろん な形 を と った授業 の方 が思 考
力 ・意 見 を まとめ る能 力 な ど も養 え る し,な ん と言 って も,お も しろ く学 べ る とこ
ろが良 い と思 う。 これ か らも,こ のよ うに様 々 な教 材 ・講義 の形 を とって授業 を続
けて い って ほ しい と思 う。
42.(Eさ ん.貿 易2B)正 直言 って,2年 間 この大学 に通 って いて,ビ デオ教材 を使 っ
た講義 は経営 学 が初 めてで した。 視聴覚 教育 の導 入 につ いて は,私 は非常 に賛 成 で
す。教授 が 「思考能 力 がっ く」 とお っ しゃいま したが,本 当に そ う思 います
。私 が そ
う思 った,非 常 に楽 しく,興 味 を持 った教 材 は 「写 ル ンです」につ いてです
。.。(略)
…」凱 す.を見 てL量 ゴ墨 わ るとい うわ 璽で はな く,そ こか ら発展 してデ ィスカ ッ
ヱ 三 ンす るの はs対 自分 で考 え るとい う点,友 達 と意見 を出 し合 うとう点 で かな
篁 金 理的 だ と思 い ま した。私 もそ うで すが,思 って も意 見 を 言え なか った り,教 授 の
一 方 的 な講 義 にっ いてい けなか った り,先 に もあ げた よ うに,も しビデオを見て,そ
れで終 わ りでな く,う ま く考慮 され た講義 であ った よ うな気 が します
。 一 人一 人考
え方 な どは違 うわ けで,自 分 の思 った こ とが記 入 で き るスペー スが設 け られ た プ リ
.払L蛙 豊■.鼓 一邸 自分 に少 し自信 が持 て るよ うに もな りま した。 この経営 学 の よ
うな講義 が もっとあ った ら,絶 対,学 生 の学習意 識 とい うもの も高 まるので はない
か と痛 切 に感 じま した。
43.(0さ ん.貿 易2B)一 般 に,VTRを 見 ての授 業 とい うもの は
,先 生方 に直接正 し
い知識 さ らな る知識 を植 えつ け られ る受 け身 の授業 と異 な り
,自 分が 自 ら考 え る
埋 装で あ る と思 う。特 に 「リー ダー シ ップ」のVTRを 拝見 した時 は,自 分 自身脳 に
丸 勉{増 盈血 堂思 う ぐらい養 え た と思立 。さ らに,目 で直接 映像 を見 るので,忘 却 が
少 な いと思 うし,将 来 ど こかで(経 営 に携 わ って いる と したな ら)役 に 立っ ので はな
いか と思 う。もっと子供 っぼ く述べ る と 「楽 しい」の…言 にっ きるの で はないか と思
う。世 界 は情 報社会,グmバ ル化 が進ん で いて覚 え る事 が た くさんあ る と思 うが
,
(特 に これ か らの人 は)考 え る事 を しな くて はいけ ない と思 う。私 は上 記 の よ うな こ
とを 再び考 え させ られたVTRclassだ った と思 います。(で も,先 生 のcussは
VTRを 使 用 しな くて もs思 考力 を使 い ま した。)
44.(Kさ ん.貿 易2B)授 業 の際 に,ビ デオを見 て,そ の後,先 生 が意見 な どを学生 に
聞 いて答 え てい くとい う授業 は,最 初 戸惑 いなが らも,と て も良 か ったです。どうよ
か ったか とい うと,他 の授業 はただ黒板 の字 を ノー トに写 して い くとい う単純 作業
で,講 義 を受 けて い る って い うよ りも,た だ字 を書 いて い るとい う感覚 で
,ち っと も
お も しろ くあ りません。 この経 営学 の授 業 で初 めて 出会 った思 考 し,そ れ を言葉 に
立 る と』塑 業 ス タ竺 はとて も新 鮮 で,充 実 しま した。や は り,自 分 の頭 で考 え,
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受 け身 じゃな く,自 ら参加 し,意 見 をい う,そ うい うことが どれだ け人 間 らし く,ま
た 自分 の中 に残 り,こ れか ら活 か されて いけ るか が身 を もってわ か りま した。 この
よ うな授 業 内容 が あた りまえの よ うに定 着 した ら,今 の私達 の年 代 の殆 どの若 者 が
自分 の意 見 を言 葉 にで きない,考 え よ うと しない とい う,社 会 的 に見 られ る現 象 は
お こ らない はずで あ る。 よ く日本人 はYesと もNoと もいえず,や わ らか くそ して
あ いまいにぼ かす いい方 をす る,外 国 の若者 はど うだ ろ う,す くな くて もYes,No
を答 え られ ない人 はいな いはずで あ る。 日本 人 は意 見 もいえな い どころか,は っき
り返事 をす ることさえ出来 ない。 この現象 を ど うにかす るた め,先 生 の この授業 の
や り方 は絶対 に必要 で あ ると思 う。 ぜ ひ続 けて広 ま って い った らいい と思 います。
45.(Tさ ん.貿 易2B)と て もお も しろか ったです。「煙 草 屋 さん」の経 営や 「リー ダー一
シ ップ」 は特 にお も しろか ったです。 ビデ オを見 た後 は 自分 の意 見が とて も書 きや
す く,自 分 はこん な風 に考 えて い る,と い うことをは っき りと紙 に書 くことが 出来
た。年末 に出た 「会社を創 る」とい う蜜題奎.財 墾や_り」趨陸仕 皇壼」ζ垂な風にやユ■
い こうか,と 考え るが とて も楽 しか ったで す。 強 さ ・璽 さ,_璽 。皇2左 塑 れ るの
か,考 えれば考 えるほど,自 分の意見が淫埜 整 て,宿 題なのに全然やるのが大変
で はなか った。授業 で の ビデオ利 用 は とて もよか ったです。ビデ オがなか った ら・経
営 にっ いて もあ ま りわか らなか った と思 う し,自 分が経 営者 側 に立 って考 えて み る
とい うこ とが出来 なか った,と 思 い ます。 この授 業 は 臼分 が経 営者 にな って いろい
ろ勉 強 して きま した。経営 者側 の気 分 が少 し味 わえ て良 か ったです。
46.(H君.貿 易2D)黒 板 上で の講 義 よ り,現 実味 があ った よ うな気 がす る。講 義 で
や って いた内容 が ち ょっ とわか らな くて も,理 解 す る ことが で きた し,自 分 の身近
で の事 をあ ま りに も知 らな い ことが わか った。経 営 とい うの はや って簡単 に失敗 し
ま したで は問題 が あ るし,い くっか の例 を見 る ことに よ り,実 際 の会社 を見 る目 も,
講 義開始 時 よ りは自分 自身 は変 わ ったので はな いか と思 う。「百聞 は一見 に しかず」一
とい う言 葉 があ るよ うに,ビ デオを通 してです が,と て も印象的 で覚 えて い る。 ま
た,板 書 だ けで な く,考 え させ ることが多 く,経 営 も色 々な分 野 が重 な り合 って,成
功す る もので あ り,大 変 だ なあ と,改 めて思 った。実際 自分が当豊 塑 杢」うに考 え 登
の も視聴覚教 育 の よさであ る と思 った。板書 だけで はあ きて しま う講義 が多 いなか,
土曜1・2限 に出席 す る ことは大変 だ ったが,楽 しめ た ことが一 番 よか った。
47.(Kさ ん.貿 易2E)視 聴覚教育 は悪 くない と思 い ます。 とい うの も,2極 にわか れ
る と思 います。一 方 は頭 が ハ ッキ リして いて,そ の分野 に興味 が有 る時 に見 る と,と
て も能率 が良 い と思 い ます。 ビデオ には一 人だ けの考 え とい う偏 った もので はな く,
出演 者 の相 互 の考えが表 れ ていた か ら,相 互不一致 が生 じて も,ど こが間違 いか,ど
126商 経 論 叢 第34巻 第2号 0105)
う直 した ら良 いかが わか りやす くな って い ると思 い ま した。 通常 ,我 々が人 と接 す
る時 にで も,こ う した不一 致 があ る けれ ど も,対 象 は友人 で あ り,家 族 であ るので,
行動 を読 み取 る能 力 を相手 が もって いる とい う前 提 があ る。 だが,会 社員 同志 だ と,
その よ うな もの はな く,す れ違 いが 出 て しま うと思 い ます。 ドラマを見 て い る第3
者 に は分か る ことが,当 事 者 には分 か らな いとい う ことを理解 し,自 分 が これか ら
落 ち着 いて的確 に対処 すべ きな のだ と自覚 で き ま した。 それ が私 に と っての メ リッ
トで した。だが・逆 に難 しす ぎて,と い うよ りも,全 く興 味が持 て ない もの に関 して
は,「 ただ見 て いるだけ」 とい う状況 で あ った と思 います。前 者 はメモを と った りも
して いたが,後 者 に は全 くそ うい う気持 ちがお こらなか った。 やは り,関 心 の ない
テ ーマ につ いて は,自 分 の意見 とい う もの はあ ま り納得 の い く もので はなか った
。
けれ ど も,こ の授業 の大半 は前者 で あ り,聞 いて いるだ けで な く,見 る ことによ って
担垂 塑 塁墨 ユ些 と思 い ます。 あ と,他 の授 業 と比 べ てxこ の授業 に出な ければ
..,と い うよ りも・ 出た い(聞 い た り,見 た りす る こと も含 めて。)と い う気 持 ちが
明 らか に強 か った と思 います。どち らか とい うと,受 け身 で はな く,能 動 的 であ った
か らだ と思 います。
48.(S君.貿 易2E)視 聴 覚教 育 に は大賛成 です。今行 わ れて い る講義 は
,先 生 が黒板
に書 いた ものを生徒 が 直接 それ だ けを写 す とい う受身 の授業 で あ り
,そ の書 いた も
の を後で 見直 した と して も何 の ことだ が さ っぱ り分 か らな い とい う事 が 昨年 の試験
で時 々あ った。 しか しなが ら,先 生 の授 業 にお いて は ビデ オ教材 はまず,流 れが あ る
た め・理解 も早 いの は勿論 の こと,印 象 に残 るため,今 で も覚 えて い るとい うことで
あ る。この ことは非 常 に大 事 に思 え る。一 度大学 で学 習 した ことを,社 会人 にな って
使用 で きるの はそん な に多 くな い と思 え る。 学習 して も,そ れ を忘 れ て使 え な くな
ることでは非 常 に困 るので あ る。 上 に述 べ て きた こ とか ら,昔 か ら行 われて い る黒
板 う写 す とい う授 業形 態 で は,す ぐ全部 の ことを忘 れて しま うと言 ってい るので は
な く,従 来 璽授 業形 態 よ り,圭 りよ く理鯉 で き る,記 憶 に残 る とい う点 で優 れて い る
とい うことを 言 ってい るので あ る。それ はや は り,ビ デオ を見て い ると きに,自 分 の
思 考回路 が ビン ビン働 くか らで あ る。特 に 「リー ダー シ ップ」の時 の ビデ オで,係 長
さん の欠点 を考 え る ものだ ったが,そ の時 に も自分が サ ー クルの会 長 なので,何 処
を ど うした らいいのか を"考 え る"と い うこ とが起 こった。や は り,考 え なが ら受 け
:'は 楽 しい もの だ し
,ま た理解 が深 まる。大学 の講 義 の中 に も,こ の よ うな授 業
が あ った ことにか な りの驚 き と喜 びを感 じた ものだ った。
49.(K君.経 済4A)場 面を 見 る ことで,擬 似体 験 したよ うに捉 え ることがで き るの
で,シ チュエ ー シ ョンを容 易 に連 想 で きるので,と て も有 効 だ と思 い ます。ビデオを
見 てい る間 に,電 気 が消 されて いるので(見 やす くす る為 で もあ りますが。),ビ デオ
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の内容 に集 中す る こと(特 に,「 電卓戦 争」は とて も興味 深 く見 れ ま した。)か ら,こ
れか らも,視 聴覚 教育 は続 けて い って欲 しいと思 い ま した。経営教 育 は,理 論的 な こ
と も多少 は必要 で あ る こと も認 め ます が,塞 際 に体験 す ることで学 んで ゆ くことに
よ る吸収 の ほ うが,印 象 に残 りやす く,頭 で っか ち にな りが ち な丸 暗記 のテ ス ト方
式 よ りも,ぐ ん と成長 させ るこ とにお いて は,と て も貴 重な方法 であ る と思 ってい
ます。
50.(H君.経 済4D)大 学 の授業 とい う もの は,い つ も机上 の論議 に終始 して いて,実
感 が わ きに くい と思 ってい る。 なか に は詳 しい具体例 を媒介 と して_墨 しあな たが
ここの社員だ った ら"の ような形壁 萱壁 せて ≦璽 先生 も勿論いるのだが,そ
うでな い と,遠 い別 世界の話 しに聞 こえ て くるよ うな講 義 も少 な くな い。 視 聴覚教
育 とい う形 で映像 を 見 る と,ド ラマだ と して も,普 段 お目にか かれな い職場,仕 事 の
現場 をま さに見 る ことが 出来 る。 「会社 の雰囲気 って こん な ものな のか。」 と聞 くだ
けで な く,感 じる ことが 出来 る。実 際,社 会 に出 るよ うにな った場合,こ うい う幾 っ
か の事例 を見 た場合 と,見 て ない場 合 とで は大 きな違 いがあ ると思 う。 以上 の理 由
か らも視 聴覚教 育 は とて も賛成 だ し,自 分 に とって も大 変役 立った と思 った。
51.(Mさ ん.経 済4E)視 聴覚 を使用 した授業 は,黒 板 に板 書す るだ けの授業 よ り,わ
か りやす い と思 い ます。 違 った意味 で興味 を持 って見 る ことが 出来 る し,ポ イ ン ト
を押 さえて あるので,知 りたい部分 が よ り理解 しやす く説明 されて い ると思 い ます。
また,様 々な例 をあ げて作 って ある もの が多 いので,そ れを例 えば,自 分 の職 場 と置
き換 えて考 えた り,聞 いた りす る ことが 出来 た と思 って います。正 直 な話 し,講 義だ
けの3時 間(授 業時 間)は 非常 に辛 い と思 います。ただ,経 営学 の授 業 は先生 が そ う
い った視 聴覚 教材 を使用 して,授 業 に取 り入 れ た り,ア ンケ ニLや 小 テス トで各 自
話 し合 いを させ た り,答 え させ た りとL夫 して いただい たので,授 業 を長 く感 じさ
せ な い とい った点 で も,私 は良 か った と思 い ます。
52.(K君.経 済4C)私 は ビデ オの説 明 は良 い と思 う。他 の授業 で は板書 によ り授 業,
なか に は板書 す ら しな いで,言 葉 のみで の授業 で は,実 際 に身 につ く部分,記 憶 で き
る範 囲 は限 られて しま う。 その点,ビ デオでの授業 は記憶 ・暗記 型 の授 業 とちが い,
話 の内容 を 目 と耳 とで わか り易 く,映 画 の内容 を知 るの ζ同 じ感覚 で理 解 で き る。
大 学 に入 って も,社 会 に出 た時 に実際 に役立 っ授業 とい うもの は殆 ど無 か った。 殆
どの授 業 は,単 に教 授 の研究 内容 の説 明 のみで,単 位 を取得 す る為 に勉 強 してい た。
しか し,こ の授業 で は 自分 が ど う考 え るか とい う事 を中心 に して いたの で,単 位取
得 のた め とい うよ り,常 に 自分で考 え る ことが 出来 た。
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53.(T君.経 済3A)口 で説 明 され て ダラダ ラと授業 されて退屈 す るよ り も,ち ょっ
生塾 遡 一→ビT→ 先生の説明→ 自分の考え→周 りの人 との意見交換,先 生一人
の授業で はな く,憂 鍵 沙 な くとも周 りの人 と授業 に一一 に参加で きるという点
は素晴 らしい と思 います。 少 し辛 か ったの は2時 間連続 だ った とい う点 です。 ビデ
オ導入 に よ って 「経営学 」 とい う ものがわ か って きた 事 は明 らかで す。 ..(略)..
54(W君.経 済2C)こ の授業 を受 けての視聴 覚教育 の意義 と して感 じた ことは視聴
覚教 育 はただ見て いるだ けで は教 育 にな らない,身 につ か ない だ ろ うとい うことで
す。 この授 業 で行 われ た ように ビデオを見 た後 に話 し合 うことが大 事です。 自分 の
意見 だ け,独 りよが りの意 見だ けでな く,他 人 の意 見を聞 き,自 分 の意 見 を言 う こと
な ど,色 々な視点 か ら見れて,と て も参考 にな りま した。 コ ミュニ ケー シ ョンはとて
も大切 で すね。
55.(N君.経 済2E)視 聴覚教 育導入 はよ い と思 うが,毎 回使 うの は効果 が薄 れ ると
思 う。 後期 の授 業 で初 めの方 にいろ いろ 「会社 の名 前」 にっ いて の クイ ズが あ った
が,そ うい うもの を もっと増 やせ ばい い と思 う。 他 の授 業 とは違 う感 じの授 業 だ っ
たが,い ま… っ乗 り切 れ なか った。もっ と小人 数 でやれ ばSと て も良 い雰囲気 で で き
ると思 う。あ と,も っと時事問題 をで きれ ば扱 って欲 しい。新 聞 な どの切 り抜 きで も
いいので。 あの ビデオはなんだ か身近 に感 じることがで きなか った。 一応真剣 に考
え るのだ けれ ど,最 後 にはまあ いいか,と な って しま う。学 生 との コ ミュニケ ー シ ョ
ンが もっ と良 くで きれば,か な り,楽 しい授 業 にな る と思 う。
56(Y籍.貿 易4A)特 にひ どい講義 にな ると先生 が教科 書 を前 に座 って読ん で いる
だ け とい うの もあ りま した。 しか も一 年間 ほとん ど黒板 に も書かず。 私 の個人 的 な
意 見 と して は,時 には ビデ オを見せ て もらった りの ほ うが,柔 軟 にそ の講 義 に取 り
組 ん でい け る し,人 が 目で見 る勉強 の ほ うが話 しを聞 くだ けの勉 強 よ りも理解 が早
二L_担 深 ≦理解 で きるよ うな気 が します。 私 が この 半年 間 見た ビデ オの中で… 番
興味 を持 って 見れた のはや は り 「電 卓戦争」で した。 ビデオで 見た ことはは っ きり頭
の なか に残 って い ます。 こ うい う講 義 の方 が私 は好 きです。
57.(Sさ ん.貿 易4A)教 授 によ る一 方的 な授業,阪 書 に よ る授 業 だ けで は,理 論的 な
授 業 内容 で,実 際 の企 業側 の経営 方針,経 営戦 略 マー ケテ ィングな どを リア ルに学
杢 こ とは難 しい。 また,学 生 側 も,単 に教科書 を読 んで,学 ぽ うと して もT本 や教授
の 言 って いる ことをただ うのみ にす るばか りで,自 分 の考 え,発 想 が浮か びに くい。
また,変 化 もな い。 しか し,視 聴覚 教育導 入 に よ り,耳 で聞 くだ けの授業 か ら目で も
学 べ,企 業 側 の経営 方針 な ど も本 を読 む よ り理解 で きる。また,自 分 の考 え,発 想 も
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芽生 え,多 角的 に物 を見 る ことが 出来,視 聴 覚教育 は大変学 生 に と って良 い ことで
あ ると思、う。
58.(H君.貿 易4C)経 営学 とい う と}今 まで は経 営学 史 の様 な内容 にな りが ちだ っ
たの で,そ れ らと比べ ると,講 義 の内容 に興 味が持 て た。 また,「 釣 りばか 口誌」 や
「山LI六 平太」 な どを使 った プ リン トも大 変面 白か った。
59.(Kさ ん.貿 易4C)私 は 「リー ダー シ ップ」が印象 に残 って います。 ビデオを見て
学習 す る こと も必 要 だ と思 いますが,そ れ を見 て い る壁 間 が長 いの で はないか と墨
う時 もあ りま した。今 日 ぐらい(筆 者注15分)の 時 間で ビデ オを見 るの はす ご く賛
成 です。 また,「 日産 自動 車」 の よ うに,一 つ の企 業 に的 を絞 り,そ の企業 の経営戦
略や リー ダー シ ップ,社 員 教育 な どを徹底 的 に研究 して い る ビデオが あれば 見てみ
た い と思 い ます。
60.(F君.貿 易3B)_(略)..実 際 に社会 で起 こ りそ うな出来事 を教 材 と して用 いる
ことは,僕 た ち生徒 が今 まで感 じて いな か った ことを感 じさせ て もらったよ うな気
が します。 以 前 まで は,経 営(会 社 経営)に と って最 も大 切な ことは財務管理 だ と
思 って いま した けれ ど も,そ れ よ りは人間 関係 が大切 で ある と感 じま した。今,景 気
が悪 いなか で,ど のよ うな会社 が生 き残 れ るか とい うこ とが,理 解 で きた こ とは,自
分 自身 に とって プ ラスにな りま した。
61.(F君.貿 易2A)非 常 に良 い と思 う,経 営学 の教科書 に沿 った理論 だ けよ り も,視
覚 的 な もの によ るケー ス ス タデ ィで実 戦 的 な授 業 を取 り入れ た方 が,よ っぽ ど頭 を
使 うもので あ った。少 な くと も 「思 考す る能 力」につ いて は,か な り鍛 え られた と思
う。正 直,自 分 が想 像 して いた授 業 とはかな り違 って いたが,周 りの人達 と授 業 内容
にっ いて討 議 し合 うな んて これ まで あま りなか った ので,是 非 来年以 降 も続 けて欲
しい シス テムだ。 それ と数回 に及 ぶ ケー ス スタデ ィとスモール テ ス トで 自分 の創造
力,洞 察 力,そ の他 多 くの能 力 に欠 けて いるので は,と 実感 す る事 が多 々あ った。 こ
れか らの 自分 の勉 強 のあ り方,も っ と目でみて考 え る事の重要性 を知 った。
62.(M君.貿 易2B)大 変 良か った と思 います。テ レビ世些 の私 に は,普 通 の授業 よ り
も大変分 か りやす か ったです。 ただ,2時 限連続 だ った ので,集 中力の維持 が大変
だ った。私 の意 見 と して は,こ の授業 に限 らず,視 聴 覚教材 の導入 な ど広 く他 の授業
に も導 入 し,授 業 内容 をよ り充実 した ほ うが,こ れか ら先,大 学 は生 き残 れな くな っ
て しま うよ うに思 いま した。
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63、(W君.貿 易2)意 義 はあ る と思 う。経 営 とい うのは紙 の上 だ けの平面活動 とは違
うの で,映 像 を使 うとよ り経 営 や経 済 の イメー ジが湧 きやす い と思 う。また,先 牛 の
授 業 は,後 期集 中 の3時 間授業 み た いな ものだ か ら,リ ラックス タイム と して丁度
よ い。また,参 加型 の授業 を 目指 した努力 は素晴 ら しい と思 う。 しか し,夜 間 の学 生
相手(さ めた り・疲 れた り。)に 参加型 を 目指す な ら,も う… つ 工夫 が必 要 だ ろう。
先生 の授業 は これか ら もっとよ くな る と思 う(努 力 す る人 だか ら)。
64(Mさ ん.法 律4)経 営学 とい って も,私 は法律学 科 の学 生で,職 業 も本屋 で あ る
の で,経 営 の具体 的 なイ メー ジが把握 しに くい,ま た は偏 って いる
。だ か ら,視 聴覚
教 材 で 目の前 に具体 例 をあ げて もらうと,非 常 に理 解 しやす い。 理論 が具体 的 に使
壁2璽二 込 聖 ～塗 見 ると とて も勉 強 にな る。例 えば,煙 草屋 さん の例で は,私 の仕 事 に
も役 に ー_っ要素 が多 か った。 商 品補 充,商 品 の知識 の把 握 の 重要性,店 内の商 品の
デ ィスプ レイ(見 た 目)な ど,売 上 に ここまで影 響す るのか,と 思 った。自分 の仕事
と重な る作業 が多か った例 な ので,今 まで手 を抜 いて いた所(例 え ば,デ ィスプ レ
イ)を 気 にか け るよ うに した。また,視 聴覚教 材 で は,他 の知 らない分野 を知 る こと
が で きた。特 に,電 卓戦争 は面 白か った。電 卓が何故,安 いのかを知 ることがで きた
し・ 物 が安 くな ってい く過程 に も感 心 して しまった。 あと,私 の趣味 はカメ ラな の
で,写 ル ンですの時 は,授 業 を忘 れ て しまい ま した。 コニカ派 なので,「 サ ク ラに負
けるな1!」と・誰 に い うと もない言葉 を,胸 の内 で眩 いて しまい ま した。半年 間,思 っ
た以上 に楽 しい授業 で した。旦 縫 董董 む よ うに な ったの に自分で も驚 いてい ます
。
65・(N君 電 気4)自 分 は電 気 工学 科 で あ り,基 本的 な と ころ は理解 してお りませ ん
で したので・駈.慰 点 が あ りま した。しか し,ビ デオを 見なが ら進 めて い ただ き
ま したので,一 方的 に話 しをす る他 のそれ と比 較 して,と て もよ い と思 われ ます。自
分 は最 近 にな り,学 ぶ ことの大切 さを知 り,経 営 とい う畑 違 いの授業 を受 けて見 よ
うと思 い ま した。 この半年 授 業を受 け,経 営の ことが わか るよ うにな った とは思 い
ませ んが,今 まで以 上 に形 と して頭 に浮 かんで い るよ うに思 います。 授 業の方法 と
して は良 い方 法 であ る と思 います。
資 料8「 リー ダ ー シ ップ 」
問 事例研究 「リーダー シ ップ」 につ いて,学 ん だ ことを書 きな さい。
授業 で は授業 終 了前の10分 位 を利 用 して,何 回か小 テス トを実施 して い る。以 下 の
感 想文 は当 口の テーマrリ ー ダー シ ップ」を もとに,学 生 同志 を小 グルー プ単位 で討論
させ,最 後 に自分 の意 見 ・感 想 を書 かせ る もの であ る。 感想文 は1・H部 別 f学 部 別
(経 済 貿易,法 律,電 気),学 年 別(4,3,2年),ク ラス別(A,B,C .etc)順 に掲 載
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した(誤 字 の み訂 正 してあ る)。
1(1君 経 済4K)高 校 の時部 活 の部 長兼 キ ャプテ ンと して,皆 を ま とめ る立場 を
務 め た ことが あ る。 その時 自分 がや って いた ことはあ ま り口出 しせず・ 自 らの態度
で部員達 に示 した。例 えば,ど んな練習 で も率先 してや るのが体力 的 に辛 い時 で も,
声 を 出 して景 気 づ け た り した。 しか し,年 下 の部 員 に は あ ま り話 しか けてや らな
か った。 今 に して思 え ば,何 で も率 先 して行 動 で きた こ とは 臼分 な りによか った と
思 うが,も っ と特 に年 ドの部 員 に対 して,コ ミュニケ ー シ ョンを取 る必要 が あ った
と思 う。また,こ れか ら社 会人 と して働 いてい くうえで,今 や って いる授業 の内容 を
深 く理解 し役立 て たい と思 う。
2(M君 経 済.3C)も し,仮 に自分 が リー ダー シ ップを求 め られ る場合 ・例 え ば管
理職 な どにな った時,や は り周 りに対 す る気配 りを重視 す ると思 う。 今 まで平社 員
だ ったな ら,周 りに気配 りをす る必 要 が なか ったか もしれな いが,部 下 がで きた以
上 そ うはいか な い。自分 の仕 事 を こな しっ っ,部 署 全体 の仕事 の進捗管 理,部 下 へ の
指 示,指 導 力 な ど全体 の仕事 の運営 をス ムーズ にお こな う為 に,目 を光 らす。それ で
も出て くる トラブル に対 して も,率 先 して問題 解決 に取 り組 まな ければ な らな い・
そ うす るこ とで部 ドか らの信頼 を得 る事 がで きる。 この関係 は仕 事 に限 った こ とで
はな く,プ ライベ ・一 トで も慕 って くれ るよ うな人間関係 を保 って い きたい と思 う。
3.(S君.経 済.3C)自 分 自身,今 部活 の部長 を していて,そ こか ら リー ダー シ ップ
とい う ものを考え ると,口 で物事 を指 示 す るの は簡 単で あ るが,自 分 もそれ に伴 い
行動 す る ことが大切 だ と思 う。 また,普 段 か ら部員 との会 話 を とるよ うに して いた。
「掃除 を しろ!」 と後輩 に言 うと しぶ しぶ,掃 除 を しだすが,私 自身 も一 緒 に掃除 をす
るよ うに した ところ,テ キパキ と動 き,ま た掃 除 も進 ん でや る ようにな った。この こ
とか ら,会 話 と行動,そ して信 用 と信頼,そ こか ら相 互依 存 が生 まれ,こ れ をで きる
人 間 が リー ダー シップとい うものを強 く持 って い る人間 と思 うよ うにな った。
4.(M君.経 済.3F)私 は今,体 育会 のあ る部の リーダーです。そ して,今 私 は悩 ん
で います。 今 日の講 義 を受 けてい る と,会 社 もチー ム も殆 ど同 じで あ ることに気 づ
きま した。部下 つ ま りチー ムで いえば,後 輩 の個性 を活 か したいの に,う ま くそれが
伝 え られず に嫌 われ て しま った り,同 じ組 織 においてYト ップの人 は常 に ワ ンマ ン
で はい けない とい うことです。 部下 の人 の立場 にた ち,協 調 的 にな る必 要 が あ りま
す。私 も嫌 な先 輩が い ま したが,そ の人 は人 の意見 に耳 を貸 さず,自 分 の考 え を押 し
っけ るよ うな タイ プの人 間です。や は り,ト ップに立 っ人 は,的 確 に判 断 した り,そ
の場 の状 況 に対応 で きる人間 が良 い と思 わ れ ます し,自 分 もそ うい う人 間 に成 りた
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い と願 って い ます。
5.(0君.経 済.3G)部 下 や新人 の向上心 やや る気 を ど ううま くコ ン トロール す る こ
とが で きるか とい うことだ と僕 は思 います。バ イ ト先 で もそ うですが
,先 輩 か ら 「新
人 は何 もで きないか ら」 と見 られ るの は嫌 な気 持 ちに な る
。 逆 に いろ いろ親切 に教
えて くれ た りす ると 「早 く覚 え ない と」とか 「これ はど う して～ なんですか?」 とか
質問 で きると思 います。 そ うい う リー ダーにな るとい うことは部下 の モチ ベー シ ョ
ンを管理 す ることであ る と思 う。 その ため に は部 下が仕 事 に対 して
}ど のよ うな意
見 を持 って い るか とい うこ とを把握 す る こと も重要 であ ると思 います
。
6,(0さ ん.経 済.2K)多 くの会社組織 内の責任 者 は トップマネ ジメ ン ト
,ミ ドルマ
ネ ジメ ン ト・・一 ワーマ ネ ジメ ン トの3っ に夕}類され る
.リ ー ダー シ ップ とは,こ の
3っ のマ ネ ジメ ン トに必 要 な もの であ り
,個 々に よ って内容(仕 事 の種類 に よ って)
が違 うものであ る。 リー ダー シ ップ とはおお まかに い うと
,人 を使 って効率 よ く仕
事 を進 め る ことで あ る。 この リー ダー シ ップに も"人 様 々で"
,仕 事 が出来 るとい う
カ リス マ性 を もっ と リー ダー シ ップを発 揮 す る人 や
,人 を ま とめ て 平和 的 に リ_
ダ　 シ ップを発揮 す る人 な ど もい る。 しか し,こ こで間違 えて い けない ことは,リ_
ダー シ ップ とは機械 的 に人 に仕 事 を分割 し,仕 事 を させ ることで はな い とい うこと
であ る。 リー ダー シ ップを とる とい うことは
,あ る程度 の仕事 がで きるとい う以 上
に,そ の人 にあ る程度 の責 任 や義 務,人 を見 る力,周 りを 見 る力 が ある とい うことを
認 め られ た結 果 で あ り,そ れが 出来 ると思 われ たか らであ る
。
7.(1さ ん.経 済、2K)リ ーダー シップの あ る人 とは仕事 が で きるだ けで な く
,指 導
力 もあ り,周 りを よ く観 察 す る こと も必要 で あ る。 新 入社 員 にはそれ ぞれの個性 に
合 わせ た教育・ また部下 には頼 りに され るよ うな指示 を だす ことが 出来 る と
,皆 と
コ ミュニケー シ ョンが うま くい き
,仕 事 へ の成 功 へ とっなが る。 私 が4か 月でや め
たバ イ ト先 の店長 は,常 に怒 るばか りで,何 をや れば良 いのか分 か らなか った。厳 し
く指 導 す る場合 とコ ミュニケ ー シ ョンす る場合 の違 いが分 か らない店長 だ った
。 こ
れ で は皆 が安心 して い られ る雰囲 気 がつ くれ ず,バ イ トに行 くのが皆 苦痛 にな り,
やめ る人 が沢 山 いた。 ユ ー モア もあ り,明 るい人柄 も リー ダー シップを とるには大
切な ことだ。 指導 者 が部 下 に頼 られ る存在 であ るため には,仕 事以外 の要素 も大事
に し・ 人 間性 も高 め なければ い けないだ ろ う。
8(T君.経 済21)リ ー ダー と して必 要 な もの とは
,ま ず部下 との コ ミュニケー
シ ョンカ,日 毎 の指示 と指導 力,仕 事 の統 制 や進捗調 整力,問 題 や状況変化 へ の対応
力,管 理者 と しての魅力 などがあ げ られ る。 特 に部下 へ の指 示 ・指 導 な どは部 ドの
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能 力 レベ ル,心 理 状態,性 格 な どを見抜 き,適 切 に判断で きるだ けの情報 を人一倍 多
く集 め,即 断即決 で きる能 力 が必 要 とされ る と思 う。そ して,常 に身 だ しなみや,立
ち振 る舞 いな どに も注意 して行 動す る必 要 もあ る。
9.(Kさ ん.経 済.20)私 の アルバ イ ト経験 か らい うと,リ ー ダー シ ップ とは仕事 が
で きるので はな く,人 と もコ ミュニケ ー シ ョンの とり方が いい。 部下 に対す る仕事
の指示 の出 し方 も,個 人 の能 力 に応 じた出 し方 をす る。私 の場 合,失 敗 をす ると,す
ぐに怒 る人 と叱 るがす ぐに対処 の方法 を教 えて くれ る人 の二 人 の社 員 か ら研修 を受
けた こ とがあ る。 研修 を受 け る方 と して は,失 敗 は確 か に足で ま といに な って しま
うが,後 者 の人 のよ うに,す ぐに対応 して くれ る人 の方 が良 い し,信 頼 感 も生 まれ
る。 これか らも後者 の人 の指 示 を受 けたい と思 った。 周 りの人 にまで管理 が い き届
いて い る人 は周 りの人 か らの信頼 が得 られ るので,職 場 の雰囲 気 も良 くな ると思 う。
リー ダー シ ップがあ る人 とい うの は,た だ先頭 に立 って指示す るので はな く,周 り
の状 況 な ど幅広 く見回 して判断 で きる人の ことを指 して い るのだ と私 は考 え る。
10.(T君 貿 易.2B)リ ー ダー シ ップ とは人 の上 に立 って行 動す る管 理者 とい って も
いいだ ろ う。 しか し}自 分 自身の価値観 を部下 に押 しっ け るような ことを して はい
けな い。価値観 を押 しつ け るので はな く,部 下 に対 して,ア ドバ イスを して,部 下個
人 が仕事 がで きるよ うな指 導 を しなけれ ばな らな い。何 事 も人の上 に立 っ とい う こ
とは大 変 な こ とで あ る。 人 に悪 くいわれ る ことは多 く,誉 あ られ る とことはあ ま り
ない。 けれ ど も,部 ドの成功 した時 に は部Fの 喜 び と共 に,リ ー ダー としての喜 び,
や り甲斐 を感 じる時 だ と考 えて い る。
11.(E.貿 易.2B)高 校 時代 の部活動 で,イ ンターハ イにで るチー ムの リー ダーを私
は任 され た こ とが あ る。 その時 リー ダー シ ップ とい うもの が分か らなか った ため,
チ_ム 内で は,い ろん な問題が発生 した。 リー ダー シ ップ とい うもの は・人 の上 に 立
っ とい う認識 を持 ち,自 分 を表 にだ し,チ ー ムメ ンバ ーに気 づか いを し,問 題 が起
こ った場 合,先 に立 って問題 を解決 しよ うと しな けれ ばな らなか った り,本 当 に奥
が深 い。上 に あげた事 柄 を知 り,リ ーダー シ ップを取 らないか ぎ り・全 て は うま くい
か な い。 リー ダーにな るに は,全 体 を把握 し,な おかっ詳細 まで気 を配 り,た だ単 に
それ がで きる とい うわ けに はいか ない。 リー ダー とい うもの は本 当 にい ろん な事が
で き,認 識 して いけな い といけない。
12.(H君 経 済.4D)一 番感 じた ことは,自 分 だけで仕 事 を把 握 し,バ リバ リや った
か らとい って,そ れ は管 理者 と して,全 く一 人 よが りの ものだ とい うだ。私 も仕事 と
い うもの は チー ム プ レイで あ ると考 えて い る。後輩 また は部下 とい う存 在 を もった
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時 自分 も しっか り仕事 を しつつ も"ど うい うふ うに人 を活 かす か・
,こ れ カ∫とて も
重要 で・か 灘 しい ことだ 拷 え させ られ た
.そ れ は時 と して,燗 と して の魅 力 で
あ り・時 と して臨機応 変 な・そ して,し っか りと した判断 と指示 が リー 列 シ ップな
ので あ ろ う。管理 者 と しての 自分 を信頼 し
,共 に頑 張 って くれ る部Fが い るな らば,
仕 事 は 自ず と活気 を帯 びて くる し,そ れを築 いて い くの が リー ダー と呼ば れ る もの
のす る ことだ と思 った。
13・(Y君 ・経済・3C)上 司 と して部 下 の意欲 を引 き出す よ う
,率 先 して行動 しな い と
部 ドはっ いて こな い・また蒲 理 す るので は な く,コ ミュニケ ー シ ョンを取 り,部 下
の経験 に合 わせ て仕事 を させ
・ 部下 に仕事 を達成 させ る ことによ り満 足感 を与 え
てあ げな い といけない。また}部 下 が なにか失敗 を した時 は,自 分 の主張 を_方 的 に
押 しっ け るので はな く,部 下 の考 え も聞 いて一緒 に問題 解決 を行 わな ければ な らな
い。そ して,失 敗 の原因 を さ ぐり,対 策 を考え,そ れ を実 行 し,防 止策 も考 え る こと
が リー ダーには必要 だ。部Fや 同僚 の信頼 を得 て こそ
,集 団 を動 か す こ とがで きる。
14.(K君.経 済.2)自 分が勤務 す る会社 にお いて
,管 理職 にな った以 上,自 分 の部 下
か ら認 知 ・信頼 されな ければ,ま ず仕 事 は スムー ズに進 み ません
。 それ らを得 るに
は蒲 職 と しての 自覚が まず必要 で あ ると思 い ます
.そ の うえで部 ドとの付 き合
い方r例 え ば,あ い さっや名 前の呼 び方 な どを あい まいにせず
,明 確 で気 持 ちの い い
環境 づ くりをす ることが 鞍 で あ ると考 え ます.こ れ らの ことを して い けば滴 分
だ けでな く,周 りの人 間達 の仕事 もはか どり
,部 署全体 に も必 ず良 い影響 を与えて
い く・他 の部署 な どに も見習 って も らえ るよ うな明 るい雰 囲 気 をっ く
って い くべ き
だ と考え ま した。
15.(Y君 ・貿 易4A)今[1の 蔽 で・や は り人 の上 に 立てば 立つ ほど,そ の人 の護 ,
行動 な どは周 りの人(部 下 など)に 大 きな影響 を与 え る事 をっ くつ く知 るこ とがで
きま した。「百聞 は一 見 に しかず」 とい う諺 があ る くらい
,目 で 見 る,そ してそ こか
ら感 じるこ とが どれ だけ重 要か・また人 の上 に立 っ こ とに よ って,周 り(部 下)は 本
人 が思 って いるよ り も,よ く見 て いるので はな いか と私 は考 え ま した
。 私 はバ イ ト
を して いますが・ 後輩 には口で伝 え るよ り も大事 な こと とは思 い ますが
,そ れ よ り
も自分 の 事を理解 して も らい,理 解 して も らった上 で
,人 の行 動 を見 て仕 事 の内容
を分 か った もらえれ ば,そ れ が....よ いと思 ってい るので
,私 はそ うい うや り方で
バ イ トに臨 んで い ます
。
16.(U君.貿 易4B)発 展 す る会 社 は和 して なけれ ば発 展 は しない と思 います
。和す
るに はまず,自 分が人 か ら好 かれ なけれ ばな らず
,他 人 が ど うで あれ,自 分 の態度 で
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人 に不愉 快 な思 い を させ て しま って はいけ ない と思 い ます。今 回 の ビデ オで の井 上
係長 で は,人 間 と して最 悪 な性格 を もって しまった人 にな ってい ます。 この人 は部
下 と して も駄 目で あ り,リ ー ダー と して は纏 める能 力が あ りません。 自分 の行動 が
他 の人 に楽 しい気 分 に させ,自 分 と一 緒 に いる人 が安 らぎ,何 で も話せ るような人
間性 を会社 だ けで な く,プ ライベ ー トにおいて も,心 掛 けるよ うにす れば,特 に意識
して会社 で行動 しな くて もよい と思 いま した。
17.(K君.貿 易.4B)働 くに当 た って,位 が上が るにっれ,仕 事の責 任が増 して い く
だ ろ うとい うことは考 えて い ま したが,具 体的 に どの よ うな場面 が あ り,ど の よ う
な状態 にな るのか とい うケー スを見 て勉 強 にな りま した。私 は営業 と して就職 しま
す が,ビ デ オの ケー スの よ うに入社 し,OJTを 積 み,成 績 をあげ るとい う点で は上
司 の裁 量 な どが左右 した り,ま た 自分 と同僚 と上司 とい う下 の いない 立場で,初 め
は仕事 をす る ことにな ります。そ して,私 が係長 とい う立場 に1っ た時・初 めて後輩
で はな く部下 を持 ち,部 ドと接 す る ことにな る。この場合,会 社 にお け る責任 が増大
す る ことは もち ろん,部 下に対 して適切 な指示 を 出 した り,部 下 との人 間関係 が生
じます。 この よ うな問題 に対処 す るには昇進 して か ら考 え るので は遅 い とい うこと
を ビデ オを見て,感 じま した。何事 もそ うですが,物 事 の先 を見て行動 す る ことは非
常 に大切 だ と思 い ます。 そ うで あ るな ら,こ うい う場面 に 立っ 可能性 が 自分 の将来
に もあ るわ けで,仕 事 を覚 え た ら次 の ステ ップ と して,自 分 の先 の事 を考 えなが ら,
仕事 を して い きた い と思 い ます。(だ か らとい って,昇 進 した後 の ことばか り考 え る
わ けで はあ りませ んが。)
18.(G君 貿 易4C)僕 は同 じ肉屋(大 手 スー一パ ー)で3年 間働 いてい た為 必 然 と
人 の上 に立 っ こ とが多 くな りま したが,そ んな僕 に とって は大変 有意義 な授業 にな
りま した。まず,挨 拶,自 分 の部署 の人間 に は進 んで挨拶 を しま したが,部 署 は同 じ
です が,別 会 社が 隣 に入 って い ま して,そ こで雇 われて い る女子 高生 が全 く挨拶 を
しない ことに大変腹 立 た しく思 っていたの ですが,今 日の ビデ オを見 て 「挨拶 はさ
れ る もん じゃない,す る ものだ」 と言ってい た社員 の言 葉 を思 い出 しま した。 また,
自分 が言 うの もなん ですが,一 刊 の ノルマが決 ま って い るので,部 下 にまかせ るよ
り自分 でや って しま った方 が早 い と思 った こと もあ りま した。細部 が違 って い ると
気 にな る性 格 なの です。 今考 え ると,部 ドに もっとまかせて み るべ きだ った と思 い
ます。イマ イチ部 下 が一 人立 ち しな い と感 じた原因 は僕 にあ ったのか も しれ ませ ん。
19.(S君.貿 易.3C)自 分 は陸上 部 に属 してい るので,後 輩 の接 し方 につ いて書 いて
み る。 まず,第 一 に挨拶 は後輩 が しな くて も,な るべ く自分 か らす るように してい
る。それ は誰 に対 して も,挨 拶 はされて も"イ ヤ"に な る ことが ないです か らね。第
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=に コ ミュニ ケー シ ョンは大事 に して います。 「ど こど こに行 きません か?」 とか
「ち ょ っと付 き合 って も らえ ませ ん か?」 とか ,自 分 が必 要 と され て い るん だ な
あ一」 と思 った時 はな るべ く多 く後輩 と一 緒 に います。 リーダー シ ップを とるにあ
た って大 事な こ とは 「自分が され た らイヤだな」 と思 うことは絶対 に しな い ことに
してい ます。 そ れが リー・ダー シップを とる必要最低 限 の こ とだ と思 い ます。
20・(1君 ・貿 易.2A)井 上 係長 は係長 に昇進 した ことによ って,自 分 を変 え てい く,
す なわ ち人の上 に 立っ意識 填命 を行動 に表 さなか った結 果,部 ドで あ る ド山,河 野,
山 岡 の気 持 ちや意 見 を汲 み上 げ るこ とがで きず,原 因調査 や対 策 に対 す る コ ミュニ
ケ ー シ ョ ンが うま く取 れ ず,上 司か らの指 摘 に よ って初 めて確 認 す る あ りま さで
あ った。これ に対 して,自 分 は まず,井 上 係長 はなん で も問題 を一人 で抱 え込 みす ぎ
て しま う人の よ うに感 じま した。 もう少 し部 下 との協調性 を活 か して,問 題 解決 を
一 緒 に話 し合 った り
,す こ し意識転 換 を して 自分 は こうあ るべ きなんだ とい う既 成
概 念 を取 り除 き,リ ー ダー と して また仲 間 と して楽 しく仕 事を こな せ るよ うに努 力
す る ことが必 要 だ と思 います。
21.(M君.貿 易.2C)人 間 同志 の仲 間意識,上 司 と部 ドとの コ ミュニ ケー シ ョンが い
か に大事で あ るか,と い う事 を知 りま した,仕 事 をす る上 で,臼 分 さえよ けれ ば良
い,他 人 に頼 らず 自分 で仕 事 を して しま うタイ プは生 きて いる人 生 の なかで もマ イ
ナ スにな る と思 います。 もし,自 分 が上 の 立場 にな った,皆 を引 っ張 るとい う時 に
は,そ の…人一 人 の個 性 ・性格 ・仕事 ぶ りな どを見 た うえで,そ れ ぞれ にあ った態
度 を とって行 きた いです。 高校 時代 は野球 部の監督 だ った ので リー ダーの気 持 ち と
い うことが非 常 に良 くわか ります。 チ ームを まとめあ げる とい う点 で,各 選 手の個
性 を引 き出す とい う点 で は,仕 事 で も同様 の こと と思 います。
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注
m北 ア メ リカの 大 学,例 え ば イ ンデ ィア ナ大 学 で は,大 学 院 博 士 課 程 の 学 生 に対 し
て,教 員 志 望 の 学 生 に対 して,fDoctorialTeachingSeminar」 が,現 役 の教 員 に対
して は,例 え ば,UniversityofSouthCarolina大 学 やAmericanGraduateSchool
ofInternationalManagementのFacultyDevelopmentprograminInternation-
alBusinessprogram,UniversityofWesternOntario大 学 のCaseWritingand
TeachingWorkshpな ど各FacultyDevelopmentprogramが 用 意 さ れ て い る。
ま た,ヨ ー ロ ッパ で はITP(IrlternationalTeachers'programforeducatorsin
management)やEMTP(EuropeanManagementTeachers'Program)が 用 意 さ
れ て い る。 資料;拙 稿 「イ ン ター ナ シ ョナ ル.テ ィー チ ャー ズ.プ ロ グ ラ ム」 『経 済
貿 易 研 究No.21』 神 奈 川 大 学 経 済 貿 易 研 究 所1995,お よ び各 大 学 パ ンフ レ ッ ト.
(2)青 山学 院 大 学 坂 井 先 生 お よ び 千 葉 商 科 大学 吉田 先 生 の 授 業 で は坂 井 正 廣,占 田 優
治 編 著 『ケ ー スに 学 ぶ マ ネ ジメ ン ト』文 眞 堂,1991,坂 井 正 廣,吉 田優 治 監 修 『創 造
す るマ ネ ジ ャ ー… ケ ー ス ・メ ソ ッ ド学 習 法 一…』 白桃 書 房,1997を 使 用 して い る。H
本 や イ ギ リス の 大 学 の ケ ー ス利 用 者 は,一 般 に ハ ー バ ー ド流 の 長 文 の ケ ー ス を 嫌 う
傾 向 に あ る。
(3>バ ズ学 習(BuzzSession)と は,5～6人 を 単 位 と した短 い時 間 の 小 集 団 討 議 法 を
言 う。 バ ズセ シ ョ ンは ミシ ガ ン大 学 の フ ィ リ ップ ス(J.D.Phillipps)が,集 団 討議
に お い て 成 員 の 参 加 度 を 高 め る た め に,集 団 を6人 ず つ の小 集 団 に 分 け,6分 間(一
人1分 ず っ)自 由 に話 し合 う方 法 と して考 案 した もの で あ る。 これ は6人 の 小 集 団
が6分 間 話 し合 う と い う こ とか ら,「66討 議(Phillipps66)」 と呼 ば れ る。 バ ズ学
習 の ね らい は,① 学 習 活 動 へ の 積 極 的 な参 加,② 理 解 の 促 進 と拡 大,③ 態 度 の 変 化 ・
発 達 に あ る。 バ ズ グ ル ー プ の編 成 は バ ズ学 習 にっ い て の グ ル ー プ編 成 に は,明 確 な
基 準 は な い が,① テ ー マ の性 質,② 指 導 日標,③ 参 加 人 員 な どを 踏 ま え て編 成 す る。
5人 土2人 を バ ズ グ ル ー プ の 目安 とす る。 必 要 に応 じて リー ダー や記 録 を お く。 バ ス
学 習 の 手順 は,以 ドの通 り。
o-「 所{董郵 一「醗到 一「璽 痙護]
① テ ーマは身近 で具体 的 な ものを選択 す る場合 と自1{的 に テー マを選 択 させ る場
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合 が あ る。 ②5人 ±=2人 を グル ー プ単 位 とす る。 時 間 は10分 ～15分 。 イ ンス トラ ク
タ ー は各 グル ー プ を見 回 る。③ 直 接 板 書 さ せ る。 リー・ダー が 板 書 す る時 は ,フ ィ ー ド
バ ック を確 実 に す る
。 ④ 各 グ ル ー プ の共 通 点 ・相 違 点 を 指 摘 さ せ る。 討 議 を 掘 り下
げ る。資 料;日 本産 業 訓 練 協 会 編 『訓 練 技 法 マ ニ ュ ア ル』No .10な お,筆 者 の 経 験 で
は イ ンデ ィア ナ大 学 で はProfessorJaneMallorが 「DoctorialTeachingSeminar
I」 の な か で,こ れ に近 い方 式 と して,GeorgiaTech方 式 と して紹 介 して い た
。 ま
た,ProfessorBradleyc.WheelerがMBACore-AccountingandInformation
Systemsの 授 業 で こ の 方 式 を実 施 して い た。 な お,彼 は メ リー ラ ン ド大 学 で この 教
授 法 を学 ん だ と い って い た。
(4)例 え ば,国 際 経 営 学 の 分 野 で は,ジ ョ ン ・ダ ニ エ ル の 「イ ン ター ナ シ ョナル ビジ ネ
ス」,経 営 戦 略 で は,チ ャ ー ル ズ ・ヒルの 「ス トラテ ジ ッ クマ ネ ジ メ ン ト」,生 産 管 理
で は,チ ェ ー ス ・ア ク イ ラー ノ の 「プ ロ ダ ク シ ョ ン ア ン ド オ ペ レー シ ョ ンズ ・マ
ネ ジ メ ン ト」}組 織 行 動 で は,ガ レイ ・ジ ョ ンの[オ ー ガ ニ ゼ イ シ ョナ ル ビヘ イ ビ
ア ー」,新 製 品 開 発 で は,ク ロ ー フ ォ ー ドの 「ニ ュ ー ・プ ロ ダ ク ト ・マ ネ ジメ ン ト」
,
マ ー ケ テ ィ ング で は,フ ィ リ ップ ・コ トラ ー の 「マ ー ケ テ ィ ング ・マ ネ ジ メ ン ト」
,
経 営 情 報 で は,デ ー ビ ス ・オ ル ソ ンの 「マ ネ ジメ ン ト ・イ ン フ ォメ ー シ ョ ン ・シ ス
テ ム」 な どが 代 表 的 な教 科 書 と い え る。 な お,箕 輪 成 男(元 神 奈 川 大 学 経 営 学 部)は
「ア メ リカ の教 科 書 は,教 師 と学 生 と意 見 交 換 ・論 争 が 行 な わ れ る授 業 を前 提 に して
い るか ら,教 科 書 と い うよ り は授 業 に対 す る学 生 側 で の 授 業運 用 の た め の道 具
,す
な わ ち教 材 と い った 性 格 が 強 い。 そ こで は例 題 質 問,参 考 文 献 索 引 な ど ,日 本 の
大 学 教 科 書 に な い 多 様 な 自習 の た め の 仕 掛 けが 配 慮 さ れ て い る。」 と述 べ て い る。 苅
谷 剛 彦 編 『キ ャ ンパ ス は変 わ る』 玉 川 大 学 出 版 部,1995,p.73。
〔付記 〕 本稿 の一 部 は 日本経 営数学 会(1998年 専修 大学)に お いて 「ビジネスゲ ー一ム
と教授 法 の改善」 とい うテーマで報告。
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